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チェーンソーの
ひびきも高く

ーしいたけ原木伐り一—

紅葉の季節は、しいたけ生産農家にとって原木伐りで多忙とな る時期

です。

10年生以上のクヌギやナラ類を11月に 入ると、もと切 りし、そ の後、

玉切リ・種菌の植えつけ・伏せ込みと来春まではだ木つくりの作業か、

つきつぎとすすみます。そして 1年半から 2年後には期待のしいたけか

いっせいに発生してきます。

肱川町の乾しいたけ年間生産量は、約80トン、生産額では 3億 4千万

円と主要作目 の第 1位にあります。

（写真 ：ク ヌギのもと切り作業に汗を流す竹森さん 11月 9日上鹿野川で）
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町民のうごき

人 口 3,808人(+4) 

男 1,87 2人(+4) 

女 1,936人（（土 0)

世帯数 1,060器 (-1) 

（昭和60年10月31日現在）



⑲0。前。危〇

繰越金 48,888千円(2.3%)

財産収入 7.108千円C0.3%)

寄附金 869千円(0.04%)

地万譲与税 20,385干円(1.0%)

鵠揖諏慰む暉 13,299干円C0.6%)

分担金・負担金 10.678千円(0.5%)

使用料・手数料 35.690干円(1.7%)

諸収入 5,212千円C0.2%)

老人保健

歳入 148,591千円

歳出 143,416千円

差弓I 5,175千円

国・支出金
417.410千円
(19.9%) 

匈 rn (2J 

肱川町「財政事情」の作成及び公表

に関する条例の規定により昭和59年度

の財政事情についてつぎのとおりお知

らせします。

昭和60年10月30日

肱川町長大野 和

一般会計決算状況 I 

特別会計決算状況

住宅新築資金貸付 簡易水道

歳入 2,834千円 歳入 28,295千円

歳出 2,707千円 歳出 28,131千円

差弓I 127千円 差弓I 164千円

， 議会費 36,077干円(1.8%)

民生費
642.497干円
(31 3%) 

歳入 241.548千円

歳出 225.128千円

差引 16,420千円



(3)匈 国 ⑱。前。砂⑯

町有財産の状況 ー 昭和59年度

520,438 m' 

•山林 622,338 m' 

【建物】 而

［有価証券】 244,510円

［出資金】 3,999,000円

［基金】

●財政調整基金

185,000,000円

•その他 82,189,646円

町民の負担と支出 ー

（人口60.3. 31現在 3,830人）

歳出の性質別分類

普通建設事業
1. 105. 740千円

(54.0%) 

ー

［町税収入

121,806千円］

※町民1人あたり

3万2千円 積 立金 40,000千円(19%） 

繰 出金 19.421千円 (D9%) 

投資出資金 7,932千円 (04%) 

町債の現在高 1 
21億2,121万円

町民 1人当たり町債額

55万3千円

新農構事業（予子林地区区画整理） 消防設備整備事業



⑱。前。砂⑲ 匈 国 (4)

国勢調査人口並びに世帯数の推移

（ ）内の数字は世帯人口
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四
六
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(3.9) 

国
勢
調
査
結
果

昭
和
六
十
年
国
勢
調
査
は
‘
去
る

十
月
一
日
、
全
国
い
っ
せ
い
に
実
施

さ
れ
、
肱
川
町
の
調
査
票
は
十
月
十

五
日
県
へ
提
出
し
ま
し
た
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
貝
を
は

じ
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

当
町
の
調
査
結
果
を
み
ま
す
と
、

前
回
（
昭
和
五
十
五
年
十
月
一
日
）三

、
九
七
二
人

四
、
一
九

0
人

四
、
五
八
八
人

五
、
四
四
―
―
一
人

(3.6) 

1,600 

1,200 

(3.7) 
800 

400 

人／年

よ
り
、
人
口
は
三
百
二
十
七
人
、
世

帯
数
は
四
十
七
世
帯
そ
れ
ぞ
れ
減
少

し
て
お
り
ま
す
。
集
落
別
で
は
、
四

十
二
集
落
の
う
ち
、
七
九
％
に
あ
た

る
三
十
三
集
落
の
人
口
が
減
少
し
、

当
町
の
過
疎
化
は
い
ち
だ
ん
と
進
行

し
て
い
る
こ
と
か
わ
か
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
申
告
さ
れ
た
調
査

票
は
県
を
通
じ
て
総
務
庁
統
計
セ
ン

タ
ー
に
集
め
ら
れ
て
、

大
型
電
子
計
算
機
で

集
計
、
統
計
か
つ
く

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

本
年
十
二
月
に
、
全

国
・
都
道
府
県
・
市

区
町
村
ご
と
の
男
女

別
人
口
の
速
報
が
公

表
さ
れ
、
来
年
五
月

に
は
抽
出
集
計
に
よ

り
主
要
結
果
が
公
表

さ
れ
ま
す
。
そ
の
後

基
本
的
な
結
果
を
集

計
し
た
つ
ど
、
公
表

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結

果
は
、
国
・
県
・
市

町
村
の
行
政
施
策
の

重
要
な
基
礎
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

昭
和

30年

昭
和

35年

昭
和

40年

昭
和

45年

昭
和

50年

昭
和

55年

昭
和

8
年

世
帯
徴

人＂は三、4ハ阻Ji人

Ji年間で三二七人減る

昭和60年国勢調査結果

ご
世帯数 人 ロ

（昭和60年10月 1日現在） 前回比 男 女 計 前回比

ミ集落名

世帯数 人 ロ 下鹿野川 53 -9 85 93 178 -30 

前回比 男 女 計 前回比 上鹿野）II 80 -1 6 11 4 123 237 -47 

小畑井 8 +l 12 1 3 25 +l 序＇、 造 6 -2 1 1 1 4 25 -11 

萩野尾 7 

゜
1 1 1 5 26 -2 見の越 6 

゜
16 1 7 33 -3 

汗 生 27 -2 36 43 79 -11 月への 尾 1 5 +l 24 34 58 +4 

道野尾 1 6 

゜
28 39 67 -9 / J ¥ 計 338 -22 553 623 1. 1 7 6 -94 

上森山 19 

゜
38 30 68 -5 下敷水 18 -1 23 24 47 -13 

八重栗 1 1 +l 1 9 1 8 37 -2 敷 水 26 +3 37 4 1 78 -6 

山 槌 24 -2 39 37 76 -6 上敷水 1 1 -1 19 23 42 -3 

協 生 35 

゜
67 67 134 -6 下嵯峨谷 1 6 -3 39 32 7 1 -4 

姫-'--- 城 25 -1 6 1 54 1 1 5 -8 上嵯峨谷 1 1 -2 22 2 1 43 -8 

北/ ‘  栄 35 -2 63 58 121 -15 菟野尾 27 +2 3 1 4 1 72 +l 

中居谷 55 -3 11 5 11 3 228 -29 橡の木瀬 l・O -2 14 1 5 29 -4 

小 計 262 -8 489 487 976 -92 小 計 1 1 9 -4 185 197 382 -3 7 

白 石 24 

゜
42 45 87 -7 柳 20 +l 29 40 69 +11 

旦示／ク 地 1 7 -1 34 28 62 -3 郷 20 -1 32 37 69 +l 

広 常 43 -5 68 6 1 129 -18 市之畦 1 5 +3 22 27 49 +l 

久 保 36 -3 52 58 11 0 -18 瓜生谷 1 8 -1 36 35 7 1 +4 

大 平 29 -1 56 5 1 107 -19 町 5 3 1 -1 33 37 70 -12 

大屋敷 1 7 

゜
34 3 1 65 -16 藤之原 22 -2 41 40 81 -4 

林＊ 1 1 -1 25 29 54 -1 2 小 計 126 -1 193 2 1 6 409 +l 
/ J ¥ 計 1 7 7 -1 1 3 1 1 303 614 -9 3 小 ＾ 居

6 

゜
1 3 ， 22 -1 

肱 栄 1 3 

゜
20 22 42 -4 中 津 27 -1 33 33 66 -l l 

大 和 40 -2 69 77 146 +6 / J ¥ 計 33 -1 46 42 88 -12 

中 野 70 +7 11 3 130 243 +13 合 計 1, 0 5 5 -47 1. '9 7 7 7 1, 8 6 8 3,645 -327 

小 藪 55 -l 101 1 1 3 214 -22 ※この数字は、後日、総務庁統計局K‘公表する紐果と異なる場合かあります。
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県
社
会
福
祉
協
議
会

I
I
I
I

一
三
世
代
の
夫
婦
が

一
同
居
し
、
む
つ
ま
じ

一
＜
健
や
か
な
家
庭
生

―
活
を
営
み
、
か

つ、

一
地
域
の
た
め
に
貢

匂
一
献
さ
れ
て
い
る
小
藪

庁
一
の
沖
野
藤
徳
さ
ん
の

県
一

(
＿
家
族
に
対
し
、
去
る

族
一

家
一
十
月
二
十
五
日
県
庁

—
に
お
い
て
県
知
事
よ

こ
―

ん
―

り
「
え
ひ
め
家
族
賞
」

さ
―

野
一

中
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一
沖
野
家
は
、
藤
徳

一
さ
ん
が
宗
教
家
と
し

一
て
信
者
に
心
の
安
ら

一
ぎ
を
与
え
ら
れ
て
お

一
り
、
長
男
の
常
一
さ

k
g
-
-
g
•
『
-
＿
-
m
-—
_
＿
＿
n
_
-
n
-

＿-
l
-
9
-
5
f
-

＿
＿
＿
-
g
-
.
-
i
-
-
g
-

―-
i
―
―
―
i
f
-
_
＿
—__ -
―
―
―

-
g
-―3
●
。
『
-
―
―
―
―

-
N
9
i
-
-
9
i
―-
g

-＿-
g
-—
—-
m
-
-
9
m
-

＿
＿
-
9―
―
_―
―-
g
-―-
g
-＿
-
＊
-
＿
＿
＿

-
g
=
-
9
U
n
_

＿
—
―
―
―
―
―

-
9
i
-
-
g
-

ニ
-
9
_
＿
-
＿
＿
―

-
9
-＿
＿
―
-
-
9
_
-

『
.
0
-ー-
m
.
=
-
9
m
-

ー-
9
m――-
9

__ ＿_-m-『-―-―
-9_-―__ 
-m-b―――
-l-..
 

且
-
9
-
s
=
-
9

—
—
_
＿
-
-
m
-
―
―
―
-
o
-

十
月
二
十
九
日
愛
媛
県
社
会
福
祉

大
会
に
お
い
て
、
民
生
児
童
委
員
戒
野

智
恵
子
さ
ん
（
中
居
谷
・
五
六
歳
）
に

対
し
、
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
よ

り
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

戒
野
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
六
年
十

二
月
に
民
生
児
童
委
員
に
就
任
、
こ

の
間
昭
和
五
十

一
年
か
ら
五
十
九
年

の
八
年
間
は
婦
人
部
長
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
委
員
在
任
十

四
年
と
な
り
ま
す
か
今
後
共
お
元
気

で
福
祉
奉
仕
者
と
し
て
ご
活
躍
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

戒
野
さ
ん

功
労
者
表
彰

戒野智恵子さん

ん
は
農
林
業
を
手
広
く
経
営
さ
れ
る

一
方
町
議
会
議
貝
と
し
て
議
長
を
歴

任
さ
れ
る
等
町
政
に
大
き
く
貢
献
、

叉
、
孫
の
和
義
さ
ん
は
町
森
林
組
合

の
職
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま

す
。今

後
共
、
皆
さ
ん
お
元
気
で
町
民

の
手
本
と
し
て
ご
活
躍
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
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第
九
回
肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
運
動

会
が
、
去
る
十
月
十
九
日
（
土
）
、
肱

川
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
谷
本
会
長

以
下
約
三

0
0
名
が
参
加
、
ボ
ー
ル

運
び
や
紙
切
り
に
汗

を
流
し
、
百
科
辞
典

i

に
知
恵
を
し
ぼ
り
ま

名
i

し
た
。

優
勝
は
、
今
年
か

ら
単
独
参
加
し
意
気

00 
上
か
る
中
津
老
人
ク

3
 

こ’

一

ラ
ブ
で
、
以
下
、
予

会

子

林

・

中

央

・

小

藪

．

動

喜

・

大

谷

・

正

山

運
冒
〗

□L〗
゜
の

フ

又

、

運

動

会

の

場

ラ

で

競

技

に

先

立

ち

、

ク

町

長

よ

り

健

康

優

良

老
人
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

人老

一

表
彰
さ
れ
た
の
は
‘

松
本
フ
ク
ミ
・
上
岡

ヨ
シ
コ
・
久
保
田
サ
ダ
オ
・
兵
頭
岩

見
・
堀
末
男
•
清
水
福
督
・
兵
頭
時

頼
•
井
上
梅
尾
・
谷
田
ウ
メ
カ
・
沖

荒
次
郎
・
和
気
花
子
・
橋
本
フ
ミ
子
・

山
ロ
ミ
ド
リ
・
金

野
フ
ジ
ェ
・
大
久

保
清
澄
・
大
森
フ

ユ
ノ
・
和
気
セ
キ
・

二
宮
マ
キ
・
川
中

茂
太
郎
•
藤
川
兼

松
•
宮
岡
ト
シ
コ

の
皆
さ
ん
で
す
。

”
人
生
八
十
年

時
代
“
”
高
齢
化
社

会
“
と
老
人
問
題

が
声
高
か
に
議
論

さ
れ
て
い
る
昨
今

で
す
が
、
今
後
共
ま
す
ま
す
元
気
で
趣

味
や
ス
ポ
ー
ツ
、
又
、
町
行
財
政
に
つ

い
て
も
興
味
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
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倣）。前。砂〇 匈 ff} (6) 

面：叩が農林表 (2)

米が依然と して
一

卜ップ
主要農産物粗生産額構成比

゜
20 40 60 80 10ら

昭．40,/`言冒9,／///／／....` 員［口／議``｀
、- ｀ ̀ ` ＇ ‘`  ｀ ̀ ｀ ` ` `  ` 
・・-.-．，葉たはこ、［〗〗［長鴨・上繭｀一靡

9‘，ヽ，直〗ヽ‘
: ・ : ・ : ・ : ・: ・ : ・ : ・: ・. • ・ : ・ :・ : ・ : 
：： ： ： ： ： ： ：： ： ：： ： ： ：岱：： ： ：： ： ： 
:,:•:：名：名：忍：名：：

昭
和
58年
の
主
要
農
産
物
粗
生
産
額

上
位
十
品
目
を
み
ま
す
と
、
米
は

55年

の
凶
作
を
除
き
依
然
と
し
て
ト
ッ
プ

を
占
め
、

40年
当
時
、
ラ
ン
ク
外
で

あ
っ
た
栗
が
著
し
い
伸
び
を
み
せ
て

58
年
は
二
位
に
、
葉
た
ば
こ
は
契
約

45 

50 

55 

58 

その他

ヽヽ

， ヽ

栽
培
が
安
定
し
た
こ
と
か
ら
三
位
に

浮
上
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
乳

も
六
位
か
ら
四
位
に
、
豚
は

50
年
に

二
位
ま
で
上
昇
し
た
も
の
の
、
飼
養

農
家
が
減
少
し
五
位
に
後
退
し
ま
し

た
。
特
に
、
上
繭
は
耕
種
部
門
が
不

主要農産物粗生産額順位

「生産農業所得統計」の結果による。

（上位10品目）
単位： ％ 

順位
昭．40 45 50 55 58 

農産刷 構成比 農産刷構成比 農産物l構成比 農産刷構成比 農産刷構成比

1 米 33.3 米 24.7 米 20.5 上 繭 15.1 米 17.1 
2 葉たばこ 19.5 ＜ り 17.3 豚 17.1 ＜ り 14.9 ＜ り 14.6 
3 上 繭 11.5 上 繭 13.0 ＜ り 16.1 豚 14.0 葉たばこ 13.6 
4 肉用牛 5.6 葉たばこ 11.2 葉たばこ 12.6 米 12.9 生 乳 12.5 
5 生 乳 4.2 豚 8.7 上 繭 8.3 葉たばこ 12.3 豚 11.1 

6 裸 麦 3.2 生 乳 6.5 生 乳 6.9 生 乳 9.6 上 繭 7.5 
7 だいず 2.3 肉 用 牛 4.7 乳 牛 4.0 肉用牛 7.1 肉用牛 6.2 
8 乳 牛 1.8 乳 牛 2.5 鶏 卵 1.6 乳 牛 3.0 乳 牛 2.9 ， 鶏 卵 1.6 だいこん I.I その他花き 1.5 きゅうり 1.0 きゅうり 1.2 
10 ばれいしょ 1.6 鶏 卵 0.9 プロイラー 1.4 ブロイラー 0.9 ブロイラー 1.2 

作
で
あ
っ
た

55年
に
一
位
を
占
め
ま

し
た
が
、
年
々
低
下
を
続
け
、

58年

に
は
六
位
に
後
退
し
ま
し
た
。

上
位
五
品
目
が
占
め
る
構
成
費
は

七
割
を
占
め
、
当
町
の
基
幹
作
目
と

言
え
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
十
％
台
と
基
盤
は
不

安
定
で
あ
り
、
複
合
経

営
へ
の
対
応
が
課
題
と

な
る
よ
う
で
す
。

＠ ⑳ _ ＿ - - - -

け

ん

ご

笹
木
健
吾
く
ん
〔
上
鹿
野
川
〕

S
5
8
.
8
.
3
1
日
生
ま
れ
(
2歳
2
か
月
）

ー

劇

劇

C
竺
〗

我
が
家
の
王
様
‘
健
吾
で
す
。

初
孫
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
両
親
・

お
じ
い
ち
ゃ
ん
•
あ
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
始

め
周
囲
の
人
々
の
愛
を
一
身
に
集
め
て

い
ま
す
。
元
気
は
つ
ら
っ
と
し
て
健
康

そ
の
も
の
で
、
全
身
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
か

た
ま
り
と
い
う
感
じ
で
す
が
気
の
弱
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

将
来
は
思
い
や
り
の
あ
る
素
直
な
子

供
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

よ
し
み

松
岡
良
美
ち
ゃ
ん
〔
中
野
〕

S
5
9
.
2
.
1
3
日
生
ま
れ
(
1
歳

9
か
月
）

‘‘,／ヽ
．＇ノ

・
ニ

名
前
は
‘
お
父
さ
ん
の
「
良
」
を
取
っ

て
名
付
け
ま
し
た
。

音
楽
が
好
き
で
、
テ
レ
ビ
の

「
お
母

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
が
始
ま
る
と
先
に

歌
い
だ
し
、
寝
言
に
も
出
て
く
る
ほ
ど

で
す
。将

来
は
‘
元
気
で
素
直
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

,_ ＿＿---------―----J 
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野
生
鳥
獣
の
保
護
や
狩
猟
に
よ
る

事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
、
肱
川
町

内
は
こ
の
図
の
と
お
り
、
休
猟
区
・

保
護
区
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

中
居
谷
地
区
は

三
年
問
休
猟
区
に

＠
十
一
月
・
士
＿
月
の

支
結
額
は
少
な
く
な
つ
て
い
ま
す

怖いのは「消したつもり』と「消えたはず」

秋季火災予防運動 11月26日～12月2日

火災が発生しやすい気候の時期を迎えまし

た。火災を出さないようみんなで気をつけま

しょう。

火の用心7つのポイント

1.寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。

2.子供は、マッチやライターで遊ばせない。

3.風の強いときは、たき火をしない。

4．天ぷらを揚げるfきは、その場を離れない。

5.家のまわりに燃えやすいものを置かない。

6.ふろの空だきをしない。

7.ストーブには、燃えやすいものを近づけ

ない。 ＇

し
い
年
金
額
と
の
差
額
が
八
月
（
老

齢
年
金
）
九
月
（
障
害
年
金
、
母
子
・

準
母
子
・
遺
児
・
寡
婦
年
金
）
支
給

分
に
含
ま
れ
て
支
払
わ
れ
た
の
で
、
六
十
一
年
四
月
か
ら
の
国
民
年
金

十
一
月
・
十
二
月
に
支
払
わ
れ
る
年
加
入
者
は
次
の
三
種
類
の
方
々
に
な

国
民
年
金
の
年
金
給
付
を
受
け
て
金
額
の
方
が
少
な
く
な
る
の
で
す
。
り
ま
す
。

い
る
方
の
十
一
月
・
十
二
月
の
受
給
今
回
の
年
金
額
の
改
正
が
六
月
十
一

0
第
一
号
被
保
険
者
…
…
自
営
業
者

額
は
、
前
回
分
よ
り
少
な
く
な
っ
て
日
国
会
で
成
立
し
、
六
月
初
め
に
支
（
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
方
）

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
年
金
額
が
、
今
払
う
年
金
額
の
五
月
分
が
、
旧
年
金

0
第
二
号
被
保
険
者
…
…
厚
生
年
金

年
の
五
月
か
ら
三
•
四
％
上
が
り
ま
し
額
で
支
払
わ
れ
た
た
め
に
こ
の
よ
う
加
入
者

た
が
、
五
月
分
の
旧
年
金
額
と
、
新
な
こ
と
が
お
こ
り
ま
し
た
。

0
第
三
号
被
保
険
者
…
…
厚
生
年
金

r
1
f
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＼

f
4
J
l
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9
_
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P
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9
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＿1
f
l
-
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-
J
L
J
,

＇
］

U
1
1
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］
9
-—
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こ
れ
ら
の
区
域
内
で
は
、
必
要
に

応
じ
て
行
わ
れ
る
有
害
鳥
獣
駆
除
を

除
い
て
、
狩
猟
等
に
よ
る
鳥
獣
の
捕

獲
や
、
銃
を
用
い
た
猟
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
く
に
猟
期
中
(
+
-

月
十
五
日
か
ら
来
年
二
月
十
五
日
ま

で
）
は
、
ハ
ン
タ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、

一
般
の
皆
さ
ん
も
狩
猟
に
よ
る
事
故

の
発
生
や
、
違
反
を
し
な
い
よ
う
十

分
ご
注
意
く
だ
さ

、。
'
>
 

県
で
は
料
理
飲
食
等
消
費
税
の
適
正

で
円
滑
な
運
営
を
は
か
る
た
め
今
年
も

十
一
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
十
九
日
ま

で
の
一
か
月
間
、
公
給
額
収
証
完
全
発

行
強
調
運
動
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
料
理
店
・
バ
ー
・
キ
ャ

バ
レ
ー
・
ス
ナ
ッ
ク
・
飲
食
店
・
旅

公
結
領
収
書
を

受
取
り
ま
し
ょ
う

＠
第
三
号
披
保
険
者
に
な
る
方
は

届
出
を
お
忘
れ
な
く
”
~いけ務まいに現会十者任用要め保

°‘先 し る 任 在 保 一 現 意 紙 で に 険 こ養加
役でた方意‘険月況加→すは者の配入
場確゜に加国庁初届入国゜届に第 偶 者
町認夫送入民かめ書被民届出な＝者の

言
民をのらし年らにし保年出がる万 被
課受勤れて金‘社は険金の必た被 扶
ヘ

〗五
亙[

[
1
i
L
1
f
-］J-i-1
9
 .. P.,
．，.全-9#-,.. —-93

-9i-•Jf 

.. 
r
J
r
4
J
r
l
'
-
19
 
.. 
9--'S 

館
な
ど
で
、
料
金
を
支
払
わ
れ
た
と

き
、
そ
の
店
は
、
料
理
飲
食
等
消
費

税
を
受
取
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
た

め
、
県
の
交
付
す
る
公
給
領
収
証
を

発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
公
給
領
収
証
は
、
税
金
が
確
実

に
県
に
納
め
ら
れ
る
た
め
に
必
要
な

も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、

忘
年
会
な
ど
宴
会
を
催
す
機
会
も
多

く
な
り
ま
す
が
、
料
金
を
支
払
わ
れ

た
と
き
に
は
、
必
ず
公
給
領
収
証
を

受
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

最
近
「
消
防
署
の
者
で
す
が
」
と

い
っ
て
、
消
火
器
を
販
売
し
て
い
る

業
者
が
あ
り
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
消
火
器
の
販
売
は

い
っ
さ
い
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
し
、

個
人
の
住
宅
に
は
法
律
上
、
消
火
器

の
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

万
一
「
消
火
器
を
強
制
的
に
購
入
し

な
さ
い
」
と
い
っ
た
り
、
不
審
な
人

が
家
庭
へ
訪
問
し
て
き
た
と
き
は
‘

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
家
庭
用
消
火
器
を
購
入
し

た
い
方
は
、
役
場
で
と
り
扱
っ
て
い

ま
す
の
で
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

消
火
器
の
販
売
で
不
審
な
こ
と
か

あ
る
と
き
は
、
川
上
支
署
へ
電
話
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

悪
質
訪
問
販
売
に

一
）
注

意

大 洲讐内I：ュ：．：
死亡事故瀧増はは；：

$1老人の●両●前慣Iiiこよる死亡1111徴

景大洲10月15日発生

O)協見1こよる正面衝突で死亡1111改

斬谷 9月6日発生

c露切で列肇と衝突死亡・徴

斬谷 10月21日発生

内子 A56号

④曇走による死亡・改

長浜 10月14日発生

®•起こよる死亡 1111臼
畏浜8月15日発生

人
の
主
命
は
地
球
よ
り
重
い
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県
下
の
農
協
は
、
役
職
員
の
総
力
を

結
集
し
て
積
極
的
な
財
産
づ
く
り
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
経
営
を
め
ぐ
る
情
勢
は
予
想
以

上
に
急
テ
ン
ポ
で
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
来
た
。
金
融
自
由
化
の
変
化
す
る
な

か
で
、
農
協
金
融
事
業
も
外
圧
を
受
け

始
め
、
今
こ
そ
農
協
は
、
地
域
に
密
着

し
た
金
融
機
関
と
し
て
、
資
金
量
の
拡

大
を
行
な
っ
た
め
、
役
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
運
動
の
展
開
を
行
っ
て
お
り
ま

す。◎
年
末
貯
金
目
標
は

県
下
農
協
貯
金
八
、
七
六
五
億
円

信

連

貯

金

七

、

0
五
五
億
円

肱
川
農
協
貯
金
三
三
億
三
千
万
円

重
点
推
進
事
項

〇
積
立
貯
金
（
定
積
・
積
定
）

0
決
済
口
座
の
獲
得

0
公
共
料
金
等
口
座
振
替
獲
得
推
進

0

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・
協
同
カ
ー
ド

の
推
進

〇
各
種
年
金
振
替
指
定
獲
得

0
定
積
ロ
ー
ン
の
推
進

来
年

一
月

一
日
か
ら
、
小
額
非
課
税

制
度
マ
ル
優
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
本
人

確
認
が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
来
た
。

す
で
に
申
告
さ
れ
て
居
り
ま
し
て
も
、

十
二
月
末
日
残
高
を
な
く
し
て
居
り
ま

す
と
、
す
べ
て
無
効
と
な
り
ま
す
。
注

意
を
し
て
下
さ
い
。

＠クロー／（定一期積金
教育・結婚・マイホ ム等、将来の豊かな生活プランや不意の出

費にそなえ、毎月着実なペースで積立てていただける貯金です。

分藷々：ロ
＊教育資金に… ＊結婚資金に… ＊住宅資金に…

毎年満期が来るニュークロー／（定期讀金もあります。

昭
和

60年
1
月
1
日
よ
り

12
月
31
日
ま
で

農
産
物
代
金
は
今
年
は
一
部
を
除
い

て
旱
魃
被
害
を
受
け
減
収
の
状
況
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
様
な
厳
し
い
時
こ
そ
、

資
金
獲
保
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

十
二
月
に
入
り
ま
し
た
ら
職
員
が
お

伺
い
す
る
様
に
計
画
し
て
居
り
ま
す
。

年
末
貯
金
総
ざ
ら
い
は
十
二
月
三
十
日
、

三
十
一
日
に
訪
問
致
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
肱
川
農
協
年
末

貯
金
目
標
、
三
三
億
三
千
万
円
が
早
期

に
達
成
出
来
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

昭和60年産

米の集荷B程決まる

r-•-•-•-•一•一·—•一•一•一•一·―•一•一•一·―•一

I 
l 
l 
I 
日
I 

今
回
は
、
大
和
地
区
の
楠
野
仁

十
郎
さ
ま
ご
夫
妻
を
お
た
ず
ね
致

し
ま
し
た
。

楠
野
さ
ん
は
非
常
に
元
気
で
応

対
を
頂
き
、
私
し
は
若
い
頃
か

ら
農
業

一
本
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。

子
供
に
恵
ま
れ
ま
し
て
な
ァ
、
男

六
人
・
女
二
人
、
合
計
八
人
の
子

供
で
、
今
で
は
、
内
外
あ
わ
し
て

十
五
人
の
孫
が
有
り
ま
し
て
、
と

て
も
賑
や
か
で
す
ら
い
。
若
い
頃

昭
和

60
年
産
米
の

集
荷
日
程
が
食
糧
事

務
所
と
協
議
の
上
、

下
表
の
通
り
決
定
致

し
ま
し
た
。

籾
の
過
乾
燥
と
調

整
選
別
に
は
特
に
注

意
し
て
下
さ
い
。

籾
の
混
入
が
目
立

ち
ま
す
と
再
調
整
に

な
り
ま
す
の
で
そ
の

よ
う
な
事
の
な
い

よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

水
分
は

14
ー
い
％

を
守
っ
て
良
質
米
に

仕
上
げ
を
し
て
下
さ

、。し
供
出
米
の
紙
袋
記

入
要
領
は
、
下
の
表

を
参
考
に
し
て
下
さ

、。
'
>
 

昭和60年産米出荷日程表
月日（曜日） 検査場所 部 落 別 出 荷 子 定 数 量 計

l]月14日休 大 谷 大平600大屋敷 100久保 100広常 100 900 

19日（灼 大 谷 影地200 白石200久保200広常200大平 100 900 

21日困 本所 小藪300中野300道野尾250 850 

26日（灼 本所 小藪400協生200萩野尾45山槌 151共栄 100 896 

27日困 大 谷 白石 100大屋敷200久保280広常200森 121 901 

12月3日（灼 本所 小藪200中野276大和200子子林200 876 

5日休 本所 予子林432小倉22道野尾230汗生 138 822 

6日倫大
白 :,c;Qつ r堂 1,n,.,但 14S大乎 154大屋敷2-07 影地•一3― 1~ ／上森山 108

739 
谷 嘉城 120共栄 176大和 130見野越 12

9日(fj) 本所 八重栗27上下鹿野11198小藪 127 月野尾66下嵯峨谷 17 
ヽ 881 

II日困 本所？協生 151中居谷 131肱栄35"f藪水26上敷氷145菟野尾9 497 

合 計 8,262 

紙袋の記入について
1. 品種名は、一覧表のとおり正し〈書いて下さい。

2.黒マジック、青マジック、又は昼で、正確に書いて下さ

い。 [ l内は生産者が記入する 。

3.銘柄は、松山三井と日 本晴だけを記入 しますが、農林22
号については（ ）害で記入して下さい。 ＼ 
正しい品種名 O印1よ詈胃い

i 
L• 一9-― -

紙 袋 記 載例

肱／1|農協販売課

上fぃ
以，之h1

し、）

うるち玄米

◎0松 山三井 峰 光

◎0日本晴 金 初 〇クレナイ モチ

〇 農林 22号 晴 々 コト プキモチ

〇ミネニシキ 大 空 ナンゴクモチ

〇 ヤ マ ピ コ ヤ マ ホウシ 旭 桔

〇ひめみのり ほ〈し ゅう 赤 梢

〇コシ ヒカリ 黄金錦 虹 梧

〇 コガネマサリ 万代錦 紅 桔

アケポノ 中生秀峰 祝 桔

せとあさひ クサナ ギ

コト ミ ノ リ ト ヨ ニ シキ

レイホウ セ ト ホナミ

秋 晴

租見．．．．
?．． . -・ •)) 

るち玄...... . .; 
●●●- .. 
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目
日口 l
叩．l
上

隈・事罵所

風宣量上毀i

年
金
受
給
者
の
紹
介

か
ら
地
区
内
の
色
ん
な
世
話
役
を
や
っ

て
来
ら
れ
た
だ
け
有
っ
て
非
常
に
誠
実

そ
の
も
の
で
す
。

奥
様
の

ユ
キ

コ
さ
ん
も

一
緒

に
話
を
し
て
頂

き
、
な
ご
や
か

な
明
る
い
お
二

人
で
す
。

ど
う
か
何
時

ま
で
も
仲
良
く

'
』
'
、
,

．．
 U
冒
鼻
7

ハ，＇
’v

ぷ
5
"

I ！ 

I ! 
l 
l 
I 

l 
I 

l 
--------• --—---------• ---』

仲良 〈暮らしておられるお二人

楠野仁十郎さん(78歳）

ユキコさん (74歳）

R
 

元
気
で
年
金
を
受
給
さ
れ
‘
良
き

お
じ
い
ち
ゃ
ま
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ま

で
あ
っ
て
下
さ
い
。
お
二
人
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
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奮さん1拿ホワン囀竃作っていま註んか。
正しい枝打ちをいだしましよう

久万町 ヒノキ集約施業林（森）15年生

芯もち四面無節柱材(10.5cm角長さ 3m材） 2玉生産目標

枝打5回・除間伐7回

平均胸高直径8.5cm •平均樹高8 . 9 m 

1

ボ
タ
ン
材
と

ゴ技
打
ち
だ
け
が

原
因
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
外
部
か

ら
傷
を
つ
け
る
と

ス
ギ
で
は
黒
褐
色
、

ヒ
ノ
キ
で
は
淡
黄

褐
色
の
変
色
材
が

で
き
‘
た
ま
に
ク

サ
レ
を
伴
う
こ
と

も
あ
り
材
の
価
格

を
大
変
落
し
ま
す
。

間
違
っ
た
枝
打

ち
を
し
ま
す
と
こ

の
ボ
タ
ン
材
が
出

来
て
、
植
栽
‘
下

刈
り
‘
除
伐
と
重

ね
て
き
た
苦
労
が

水
の
泡
と
な
り
ま
す
。

2

正
し
い
枝
打
ち
を
い
だ
し
ま
し
ょ

う。

〇
除
問
伐
は
お
す
み
で
す
か
。

枝
打
ち
の
最
大
の
目
的
は
良
質
材

を
作
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
な
ら
ば
良

質
材
の
大
切
な
条
件
の
―
つ
で
あ
る

通
直
な
木
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

枝
打
ち
を
考
え
る
前
に
、
ま
ず
除

伐
・
間
伐
を
…
…

0
仕
立
て
目
標
は
お
き
ま
り
で
す
か
。

枝
打
ち
を
ど
う
行
う
か
は
‘
そ
の

林
分
の
仕
立
て
目
標
に
よ
っ
て
色
々

変
り
ま
す
。

0

ボ
タ
ン
材
を
作
ら
な
い
よ
う
に
。

枝
を
打
つ
時
に
幹
に
傷
を
つ
け
る

と
変
色
か
お
こ
り
ま
す
。
正
し
い
知

識
と
技
術
で
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

間
伐
の
進
ま
な
い
原
因
と
し
て
は
‘

①
材
価
の
低
迷
‘
②
伐
出
費
の
か
か
り

増
し
‘
③
小
径
材
の
利
用
開
発
の
遅
れ

等
か
言
わ
れ
て
い
る
が
、
一
方
視
点
を

か
え
て
み
る
と
、
他
に
決
定
的
な
要
因

か
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
〔
但
し
、

②
に
つ
い
て
は
‘
ミ

ニ
作
業
路
の
開
設

等
、
林
家
の
積
極
的
な
対
応
に
よ
り
軽

減
は
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

果
樹
、
野
菜
等
の
生
産
物
は
、
需
要

者
の
求
め
る
も
の
、
い
い
か
え
れ
ば
産

物
と
し
て
成
熟
し
た
市
場
価
値
の
あ
る

も
の
か
ら
収
穫
‘
販
売
し
て
い
く
の
が

常
識
で
あ
る
が
‘
従
来
、
一
般
的
に
実

施
し
て
き
た
間
伐
方
式
は
‘
被
圧
木
・

衰
弱
木
・
被
害
木
等
を
主
体
に
伐
採
す

る
‘
い
わ
ゆ
る
下
層
間
伐
で
、
そ
こ
か

ら
伐
採
さ
れ
た
も
の
は
、
形
質
の
良
く

な
い
小
径
木
が
多
く
、
産
物
と
し
て
は

未
成
熟
の
需
要
者
の
欲
し
く
な
い
市
場

性
の
低
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
面
か
ら

の
と
お
り

み
れ
ば
‘
間
伐
材
の
販
売
不
振
も
当
然

と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
農
作
物
の
よ
う
に

「需
要

者
の
求
め
る
市
場
性
の
あ
る
産
物
を
収

穫
、
供
給
す
る
一
方
で
、
間
伐
本
来
の

目
的
で
あ
る
立
木
密
度
を
調
節
し
、
残

存
立
木
の
良
質
化
、
林
分
の
健
全
化
を

図
る
施
業
」
を
と
い
う
発
想
か
ら
考
え

ら
れ
た
も
の
が
成
木
摘
伐
施
業
（
以
下
‘

摘
伐
と
い
う
）
で
あ
る
。

次
に
‘
そ
の
概
要
を
迩
べ
る
こ
と
と

す
る
。

一
摘
伐
の
目
的

m伐
採
木
の
市
場
性
の
向
上

②
早
期
の
金
員
収
穫

③
均
一
な
材
質
を
有
す
る
林
分
の
育
成

④
不
法
正
な
齢
級
構
成
に
対
す
る
収

穫
量
の
平
準
化

固
公
益
的
機
能
の
向
上
等

二
摘
伐
の
対
象
林
分

実
施
基
準
〔
表
ー
1〕

商
知
営
林
局
技
術
開
発
室
よ
り

食
成
木
摘
伐
の
実
施
要
領

＝
 

※
優
勢
木
の
間
伐
※

3

枝
打
ち
に
関
す
る
べ
か
ら
す
集

m人
ま
ね
を
す
る
べ
か
ら
す

切
幹
に
傷
を
つ
け
る
べ
か
ら
ず
。

③
枝
打
ち
を
す
る
と
ボ
タ
ン
が
出
る
と

思
っ
べ
か
ら
ず
。

田
枯
枝
を
作
る
べ
か
ら
ず

固
強
度
な
枝
打
ち
を
す
べ
か
ら
ず
。

⑥
枝
打
ち
を
独
立
し
た
技
術
と
思
う
べ

4

実
行
前
に
ご
相
談
を

枝
打
ち
を
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

は
担
当
の
林
業
改
良
指
導
員
か
森
林
組

合
へ
ご
相
談
下
さ
い

。

「
枝
打
ち
の
効
果
は

0
％
か

100
％
と
思
っ
べ
し
I
.
」

か
ら
ず
。

三
摘
伐
の
調
査
方
法
及
び
実
行
の
手

百
(．

 m現
況
調
査

標
準
地
（
い

ha
程
度
）
調
査
に

よ
り

ha
当
り
の
立
木
本
数
‘
上
層

樹
高
（
寺
崎
式
樹
型
級
区
分
の

4
.

5
級
木
を
除
い
た
平
均
樹
高
）
、
直

径
分
布
‘
樹
即
級
区
分
（
寺
崎
式

図
ー
1
)
‘
及
び
収
量
比
数

(RY)

を
調
壺
し
‘
左
記
に
よ
り
伐
採
率

（
本
数
）
を
決
定
す
る
。

図
伐
採
率
（
本
数
）
の
決
定

前
期
林
況
‘
及
び
三
ー
③
の
留

意
事
項
を
勘
案
し
、

RY
か
表
ー

2

の
基
準
程
度
低
下
す
る
本
数
を
読

み
と
り
伐
採
本
数
を
決
定
す
る
。

③
伐
採
率
決
定
上
の
留
意
事
項

①
地
位
の
高
い
箇
所
は
表
ー

2
の

低
下
基
準
よ
り
若
干
高
く
す
る
。

②
気
象
災
害
発
生
の
お
そ
れ
の
あ

る
箇
所
は
低
下
基
準
よ
り
若
干

低
く
す
る
。

③
曲
り
木
、
折
損
木
、
小
径
木
等

の
多
い
箇
所
は
基
準
よ
り
若
干

高
く
す
る
。

④
保
安
林
等
の
制
限
木
は
‘
そ
の
範

囲
内
に
止
ど
ま
る
よ
う
に
す
る
。

⑤
林
縁
木
に
つ
い
て
は
‘
隣
接
林

分
‘
林
況
等
を
勘
案
し
て
調
整

す
る
。

田
選
木
方
法

決
定
し
た
伐
採
率
（
本
数
）
を

も
と
に
選
木
を
行
う
が
‘
伐
採
木

の
集
中
‘
残
存
木
の
極
端
な
疎
開

を
さ
け
、
均
一
な
成
長
を
図
る
た

め
‘
残
存
本
数
か
ら
算
定
し
た
樹

次
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
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ぷ '85 
君の未来●緑の地球

国際森林年

一巴三遭-―
優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギl

I肱川町森林組合乾椎茸相場表 I

〔表ー 1〕

：打ノ禾ir：Ii[>
摘伐 I実施基準

収□言□二高直木し18c：以上二賛本
0. 7 5以上数の20％以上を占める林分

（図ー 1〕 寺崎式樹型級区分

オ木冠 俊勢木（上層林冠） 劣勢木（下層林冦）

樹 区分 1 
2 

3 4 5 
a b C d e 

町！図

糀舟怜餅舟餅竹倍州級

例

.. 岱.、 ぁ 枝で 片 被 ？ 被 瀕
備

ば 葉細 文曲 タE
の

が長 枝 、か 害 ； 圧 枯な れ
考 し、 貧い I) すii 

木 木 弱木 木 木 本 木 木

幹
距
離
の
お
お
む
ね
闊
倍
以
内
の

間
隔
を
保
つ
よ
う
に
‘
立
木
配
置

に
配
慮
し
行
う
。
な
お
、
あ
ら
か

じ
め
標
準
地
内
で
選
木
し
て
、
こ

れ
を
目
安
と
し
て
実
行
す
る
と
容

易
で
あ
る
。

①
胸
高
直
径

18Cm
以
上
の
木
は
‘

柱
材
等
と
し
て
の
需
要
も
多
い

の
で
配
置
上
残
存
す
る
必
要
の

あ
る
も
の
を
除
ぎ
‘
市
場
性
の

高
い
径
級
か
ら
順
に
選
木
す
る
。

②
折
損
木
、
曲
り
木
等
で
保
残
す
る

価
値
の
な
い
も
の
は
選
木
す
る
。

③
小
径
木
（
胸
高
直
径
お
お
む
ね

8
C
m
以
下
）
は
、
選
木
す
る
。

た
だ
し
、
形
質
が
良
く
、
周
囲

の
選
木
状
況
を
配
慮
し
て
保
残

す
る
。

④
同
程
度
の
径
級
の
立
木
か
並
立

し
て
い
る
場
合
は
、
次
の
伐
採

時
の
価
値
等
を
考
慮
し
て
選
木

す
る
。

四

摘

伐

の

経

済

性

m伐
出
コ
ス
ト
が
従
来
の
間
伐
よ
り

低
下
す
る
。

図
柱
材
を
生
産
す
る
た
め
‘
市
場
性

か
向
上
す
る
。

③
伐
出
費
の
減
少
、
市
場
価
格
の
向

上
に
よ
り
‘
採
算
性
か
向
上
す
る
。

五

お

わ

り

に

以
上
、
成
木
摘
伐
の
考
え
方
、
実

行
の
手
順
等
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ

た
が
残
存
林
分
の
成
長
の
推
移
な

ど
今
後
‘
究
明
を
要
す
る
点
も
多
い

か
、
実
行
の
結
果
か
ら
み
る
と
当
初

目
的
と
し
た
需
要
に
適
合
し
た
も
の

が
伐
採
さ
れ
、
残
存
林
分
も
径
級
の

そ
ろ
っ
た
優
良
林
分
に
誘
導
さ
れ
る

も
の
と
判
断
さ

れ
る
の
で
、
林

分
の
状
況
に
応

じ
て
適
切
に
実

行
す
れ
ば
間
伐

不
振
を
打
開
す

る
た
め
に
も
効

果
的
な
施
業
で

あ
ろ
う
。

※
摘
伐
を
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う

方
は
、
森
林
組

合
又
は
、
林
業

改
良
指
導
員
ま

で
御
連
絡
下
さ

、
。
し

林
業
改
良
指

導

員

古

川

〔表ー 2〕 収量比数の低下基準（スギ， ヒノキ）

現 1兄 1°75|° 761° 77 1 ° 781 ° 79|° 80以上 Iこの数値を基準とし、

低下基~ 10.10 I0.1110.1210.13 I0.14 I0.15 
立地条件、林況等によ
り決定する 。
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今
月
は
秋
野
菜
で
も
タ
マ
ネ
ギ
・

ニ

ン
ニ
ク
・
ワ
ケ
ギ
の
管
理
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
野
菜
は
‘
植
付
け
て
か
ら

越
冬
ま
で
に
‘
根
を
伸
ば
し
‘
耐
寒
性

を
つ
け
る
た
め
の
管
理
か
大
切
と
な
り

ま
す
。

タ
マ
ネ
ギ
は
植
付
け
後
、
一
ヶ
月
ぐ

ら
い
に
第
一
回
の
追
肥
を
一

a
当
た
り

化
成
肥
料
を
三

kg
施
用
し
ま
す
。

ニ
ン
ニ
ク
・
ワ
ケ
ギ
な
ど
は
本
葉
が

ニ
ー
三
枚
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

タ
マ
ネ
ギ
の
追
肥
に
準
じ
て
施
用
す
る

と
よ
い
。

根
を
つ
く
る
肥
料
と
し
て
燐
酸
か
重

要
で
す
か
ら
‘
土
の
軽
る
い
音
地
土
壌

や
土
の
や
せ
て
い
る
畑
で
は
‘
過
燐
酸

石
灰
を
一

a
三
kg
程
度
追
肥
す
る
と
根

の
伸
び
を
助
け
ま
す
。

次
に
‘
中
耕
除
草
で
す
か
、
中
耕
に

よ

っ
て
土
が
軟
ら
か
く
な
り
、
根
の
伸

び
が
良
く
な
り
‘
除
草
の
対
策
と
な
り

ま
す
。

寒
さ
が
強
く
な
る
と
霜
柱
に
よ

っ
て

根
が
浮
ぎ
あ
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
か

ら
‘
葉
の
分
岐
点
を
埋
め
な
い
よ
う
軽

る
＜
土
寄
せ
を
す
る
。

冬
期
の
土
壌
燥
燥
防
止
と
し
て
切
り
乾

れ

米
を
安
定
し
て
収
量
を
上
げ
る
に
は
‘

土
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
‘
休
閑
期
に

実
施
す
る
。

水
田
の
土
づ
く
り
法
に
は
、
稲
ワ
ラ

や
推
き
ゅ
う
肥
・
土
壌
改
良
資
材
の
施

用
、
深
耕
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

稲
ワ
ラ
を
施
用
す
る
場
合
は
‘
稲
ワ

ラ
を
早
く
分
解
を
す
す
め
、
田
植
時
期

ま
で
に
腐
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
か
ら
‘

で
き
る
だ
け
早
く
‘
年
内
に
は
施
用
す

る
。腐

り
を
早
め
る
に
は
、

1
0
a
当
た
り

10
kg
程
度
の
石
灰
窒
素
か
硫
安
を
施
す

と
よ
い

。

施
用
量
は
、
そ
の
水
田
で
生
産
さ
れ

た
稲
ワ
ラ
を
全
量
施
用
し
て
も
よ
い
か
、

半
湿
田
や
湿
田
で
は
還
元
状
状
態
と
な

る
の
で
‘
乾
田
の
施
用
量
の
半
量
程
度

を
施
用
す
る
。

土
づ
く
り
は
、
稲
ラ
ラ
等
有
機
物
の
ワ

投
入
や
家
畜
糞
の
投
入
だ
け
で
な
く
‘

深
く
耕
す
こ
と
も
合
わ
せ
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

の

土
つ
く
り

ワ
ラ
を
条
間
に
散
布
す
る
と
除
草
の
対

策
に
も
な
り
ま
す
。

以
上
の
管
理
に
よ
っ
て
越
冬
に
強
く

な
る
タ
マ
ネ
ギ
・
ニ
ン

ニ
ク
・
ワ
ケ
ギ

を
作

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

干
ば
つ
対
策

三
年
続
き
の
夏
秋
期
干
ば
つ

で
、
栗
の
樹
は
衰
弱
し
て
い

る
。
今
年
の
栗
の
収
量
や
、
果

実
の
大
き
さ
等
を
反
省
し
て
、

栗
の
適
地
に
対
す
る
再
認
識
が

必
要
で
あ
る
。
干
ば
つ
の
ひ
ど

い
栗
園
は
‘
土
地
が
浅
<
‘
傾

斜
地
が
多
い

。

対
策
と

し
て

は
‘
適
地
に
植
栽
す
る
こ
と
を

基
本
と
し、

今
年
の
場
合
は
‘

地
上
と
地
下
部
の
バ
ラ
ン
ス
を

よ
く
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
‘
樹
高
の
切
り
下
げ
に

よ
る
整
枝
せ
ん
定
と
密
植
園
に

お
け
る
縮
間
伐
に
よ
り
、
樹
勢

維
持
と
若
返
り
を
図
る
こ

と
が

大
切
で
す
。

2

実
炭
そ
病
の
防
除

実
炭
そ
病
は
近
年
多
発
し
て

い
る
病
気
で
す
。
実
炭
そ
病
は

果
実
腐
敗
と
落
毬
を
ひ
き
起
こ

し
、
減
収
と
、
消
費
者
の
信
頼

を
な
く
し
ま
す
。
発
生
は
若
木

で
少
な
く
、
成
木
や
老
木
樹
に

多
い
の
で
、
対
策
と
し
て
は
樹

内
の
枯
れ
枝
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
基
本
的
な
防
除
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
縮
間
伐
‘
整
枝
せ

ん
定
に
よ
り
樹
園
地
内

の
受
光

条
件
を
改
善
す
る
と
共
に
園
内

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
発
生

を
少
な
く
で
き
ま
す
。

3

縮
間
伐
の
具
体
策

票
の
管

心抜き前後の樹形 過密植の老朽高木園での更新せん定法
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ

一
ヵ
月
余
、
冬
の
気
配

を
ひ
し
ひ
し
と
感
ず
る

頃
と
な
り
ま
し
た
。

肱
川
ク
ロ
ー
バ
ー
ス

タ
ン
プ
会
と
歳
末
連
合

大
売
出
し
加
盟
店
で
は
‘

こ
の
一
年
間
の
ご
愛
顧

に
感
謝
し
て
、
例
年
ど

お
り
十
二
月
一
日
か
ら

一
ヵ
月
間
、
歳
末
連
合

大
売
出
し
を
行
い
ま
す
。

今
年
は
‘
末
等
（
五

歳
末
連
合
大
売
出
し

等
）
を
お
引
き
に
な

っ
た
方
に
、
特
等

十
万
円
‘
残
念
賞
五
千
円
を
お
年
玉
と

し
て
差
し
上
げ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
イ
ズ

を
も
う
け
‘
一
層
の
充
実
を
計
り
ま
し

た
。
年
末
の
お
買
物
・
ご
利
用
は
‘
な

に
と
ぞ
地
元
商
店
を
ご
用
命
下
さ
い

。

◎
歳
末
連
合
大
売
出
し
の
内
容

斉

期

間十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
一
ヵ
月
間
で
す
。

＊
抽
選
補
助
券

歳
末
連
合
大
売
出
し
の
期
間
中
、

当
る
当
る
”
~

•「

等
が
毎
8
三
本

―-ベ―-一

芦ー ー ・— , ----+_.-
＝ーニ— =- • ---

編集•発行

川上商工会

合 (0893)34-2531

五
百
円
の
お
買
上
げ
毎
に
‘
抽
選
補

助
券
を
一
枚
差
し
上
げ
ま
す
。

＊

抽

選抽
選
補
助
券
十
枚
で
一
回
抽
選
が

で
き
ま
す
。

＊
抽
選
日

十
二
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
の
十
日
間
で
す
。

時
間
は
‘
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
最
終
日

の
三
十
一
日
は
‘
勝
手
な
が
ら
午
後

0

0
 

三
時
で
抽
選
を
打
ち
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

＊
抽
選
場

肱
川
町
鹿
野
川

川
上
商
工
会
事
務
所

＊

景

品一
等
（
一
万
円
）
か
ら
五
等
ま
で

空
ク
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

運
悪
く
五
等
を
お
引
き
に
な

っ
た

お
客
様
に
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
イ
ズ

の
投
票
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。
球
型

の
容
器
に
入
っ
た
お
金
の
総
金
額
を

当
て
て
下
さ
い

。
正
解
者
（
複
数
の

場
合
は
抽
選
で
一
名
）
の
方
に
、
お

年
玉
と
し
て
十
万
円
を
差
し
上
げ
ま

す
。
（
正
解
が
な
い
場
合
は
‘
一
番
近

い
数
字
を
正
解
と
し
ま
す
。
た
だ
し

正
解
を
オ
ー
バ
ー
し
た
も
の
は
無
効

と
し
ま
す
。）
し
か
も
、
正
解
に
近
い

教
字
か
ら
十
名
様
に
‘
残
念
賞
と
し

て
五
千
円
を
差
し
上
げ
ま
す
。（

オ
ー

バ
ー
無
効
・
一
人
一
本
）

今
年
の
年
末
は
、
下
記
の
歳
末
連
合

大
売
出
し
加
盟
店
を
二
利
用
の
上
、
好

運
を
お
引
き
当
て
下
さ
い
。

川

上

自

転

車

店

鮮

魚

と

み

な

が

宮

川

自

転

車

店

シ

ス

タ

ー

美

容

室

亀

井

タ

ン

ス

店

福

栄

堂

薬

館

曽

根

時

計

眼

鏡

店

八

恵

商

店

養

老

酒

造

上

甲

商

店

浜

田

衣

料

品

店

小

田

商

店

（
順
不
同
）

―
予
子
林
地
区
一

土

井

商

店

み

ず

ち

商

店

＿
大
谷
地
区

―

米

穀

店

ー

美

容

室

谷

本

石

油

店

子

茂

田

自

転

車

店

今

岡

店

店

鉾

岩

商

店

ひ

か

し

商

店

西

宮

商

店

＿
岩
谷
地
区
―

）
 
）
 

白

岩

―
中
野
地
区
―

出谷岡山

水 本 田

商

商酒商

店 店 店 店

宇
和
川
地
区

京

屋

呉

服

店

〈
サ

和

気

商

店

ク

イ

ー

ン

美

容

室

冨

永

呉

服

店

福

栄

堂

菓

子

舗

あ

お

ば

橋

本

家

具

店

三

瀬

電

機

商

会

村

田

衣

料

品

店

鹿

野

川

セ

ン

タ

ー

⑪

和

気

商

店

大
西
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店― 9 
--A3-
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五
年
以

年
末
商
戦
に
む
け
て
、

資
金
計
画
は
万
全
で
す
か
。

決
算
資
金
・
ボ
ー
ナ
ス
手

当
資
金
等
ご
準
備
の
節
は

国
民
金
融
公
庫
を
ご
利
用

下
さ
い
。

公
庫
資
金
は
、
利
率
も

下
が
り

一
層
有
利
で
使
い

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

融
資
制
度
の
う
ち
最
も

利
用
さ
れ
て
い
る
普
通
貸

付
の
融
資
条
件
は
次
の
と

お
り
で
す
。

＊
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

個
人
ま
た
は
法
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
で
す
。

●
資
本
金一

千
万
円
以
内

●
従
業
員
百
人
以
下

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

の
場
合
は
五
十
人
以

下）

＊
融
資
限
度
額

●
普
通
貸
付

二
千
五

百
万
円
ま
で
（
特
定

の
設
備
資
金
は
三
千

五
百
万
円
ま
で
）

●
特
別
貸
付

三
千
万

円
ー
三
千
五
百
万
円

ま
で

＊
融
資
期
間

●
運
転
資
金

▼
就
職
（
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

・
試

用
期
間
等
）
し
た
事
実
を
隠
し
た
り

働
い
た
日
数
や
採
用
年
月
日
を
偽
っ

て
申
告
す
る

▼
内
職
や
手
伝
い
を
し
た
事
実
及
び
収
入

を
隠
し
た
り
、
偽
っ
た
申
告
を
す
る

▼
偽
り
の
記
載
を
し
た
離
職
票
を
提
出

雇
用
保
険
失
業
給
付
の

不
正
受
給
防
止
に
協
力
を
”
~

図
か
泡
胡
国
へ
ま
守
一

内
◆
設
備
資
金
十
年
以
内
（
特
定
の

設
備
資
金
の
場
合
は
十
三
年
以
内
）

※
な
お
運
転
資
金
の
場
合
に

一
部
設

備
資
金
が
含
ま
れ
る
場
合
は
十
年

以
内
が
適
用
で
き
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

＊
経
営
改
善
貸
付
（
無
担
保
・
無
保
証

人
）
限
度
額
四
百
万
円
の
ご
利
用
も

お
す
す
め
し
ま
す
。

国
民
金
融
公
庫
で
は
更
に
「
国
の
進

学
ロ
ー
ン
」
の
名
称
で
親
し
ま
れ
て
お

り
ま
す
「
進
学
資
金
貸
付
」
も
取
扱
っ

て
お
り
ま
す
。

何
か
と
物
入
り
な
こ
の
時
期
「
国
の

進
学
ロ
ー
ン
」
も
お
気
軽
に
ご
利
用
下

さ
い
。
お
取
扱
い
は
毎
年
十
一
月
か
ら

翌
年
四
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
民
金
融
公
庫

歩

II

球根の植え込みに汗を流す青年部員

1

1

商
工
会
青
年
部
I

I

II

ス
イ
セ
ン
の
園
II

づ
く
り
に
汗

十
月
二
十
九
日
、
大
洲
商
工
会
館
で
、

大
洲
喜
多
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
主
催

に
よ
る
「
税
に
関
す
る
書
道
展
」
の
審

査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
書
道
展
は
‘
納
税
意
識
の
昂
揚

を
目
的
に
、
大
洲
税
務
署
•
愛
媛
県
八

幡
浜
地
方
局
の
後
援
に
よ
り
毎
年
行
わ

花
の
名
所

「
肱
川
県
立
自
然
公
園
」

に
”
ス
イ
セ
ン
の
園
“
を
つ
く
ろ
う
と
、

商
工
会
青
年
部
（
部
長
・
冨
永
徹
）
は

す
る

▼
離
職
証
明
書
な
ど
各
種
の
証
明
書
を

偽
造
ま
た
は
改
ざ
ん
し
て
提
出
す
る

※
不
正
受
給
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
‘

事
業
主
に
も
責
任
が
か
か
る
時
が
あ

り
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
洲
公

共
職
業
安
定
所
（
電
話
二
四
ー
三
一
九

-
）
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

去
る
九
月
二
十
九
日
、
ス
イ
セ
ン
の
球

根
の
植
え
込
み
を
行
な
っ
た
。

同
青
年
部
は
肱
川
町
花
い
っ

ぱ
い
運
動
の
一
環
と
し
て
、
鹿

野
川
園
地
西
側
の
斜
面
を
開
墾

し
て
＂
ス
イ
セ
ン
の
園
“
づ
く

り
に
汗
を
流
し
た
。
桜
・
ツ
ツ

ジ
・
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
と
続
く
花
の

名
所
鹿
野
川
に
も
う
一
っ
色
ど

り
を
添
え
よ
う
と
、
春
の
ア
ジ

サ
イ
の
植
え
込
み
に
続
い
て
行

な
っ
た
も
の
で
す
。

肱
栄
の
沖
野
幸
三
さ
ん
の
協

カ
で
、
球
根
を
提
供
し
て
も
ら

い

一
ヶ
一
ヶ
丁
寧
に
植
え
込
ん

だ
。
来
年
の
春

一
番
に
は
ス
イ

セ
ン
の
花
が
公
園
を
彩
り
、
観

入
賞
お
め
で
と
う

れ
て
い
る
も
の
で
、
大
洲
市
・
喜
多
郡

内
の
小
中
学
生
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

川
上
地
区
で
は
、
正
山
小
学
校
・
中

野
小
学
校
・
坂
本
小
学
校
・
北
平
小
学

校
の
四
校
か
ら
応
募
が
あ
り
、
応
募
総

数
九
四

0
点
の
中
か
ら
、
次
の
方
々
か

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

0
小
学
生
の
部

佳
作
中
野
小
学
校

五

年

松

下

正
山
小
学
校

入
選

清
一
さ
ん

憲
二
さ
ん

六

年

大

野

中
野
小
学
校

六
年
久
保
田
大
介
さ
ん

坂
本
小
学
校

六

年

松

尾

正

一

さ

ん

北
平
小
学
校

六
年
古
野
か
お
り
さ
ん

以
上
の
入
賞
作
品
は
‘
税
を
知
る
週

間
(
+
一
月
十
一
日
ー
十
一
月
十
七
日
）

に
大
洲
税
務
署
に
展
示
さ
れ
る
ほ
か
‘

各
地
区
の
納
税
意
識
昂
揚
に
役
立
つ
場

で
展
示
さ
れ
ま
す
。

光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
ま

た
、
現
在
ア
ジ
サ
イ
の
苗
、
一
千
本
を

育
て
て
お
り
‘
”
ス
イ
セ
ン
の
園
II

と
並

ん
で
”
ア
ジ
サ
イ
の
園
＂
も
肱
川
の
新

し
い
花
の
名
所
と
し
て
、
訪
れ
る
人
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
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食
料
品
と
日
用
品
が
、
ぎ
っ
し
り
と

並
ん
だ
店
内
に
‘
懐
し
い
顔
を
見
つ
け

ま
し
た
。
「
今
年
三
月
懐
し
い
故
郷
鹿
野

川
に
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。
十
年
ひ
と

昔
と
言
い
ま
す
が
、
ま
る
で
浦
島
太
郎

の
様
な
感
じ
で
し
た
。
」
と
は
店
主
の
笹

木
さ
ん
で
す
。

「
四
月
よ
り
再
び
鹿

の
川

セ
ン
タ
ー
を
始
め
ま
し
た
が
、
始
め
る

に
当
っ
て
は
不
安
な
事
ば
か
り
で
、
人

の
出
入
り
の
多
い
所
や
、
ス
ー
パ
ー
・

デ
パ
ー
ト
等
を
見
て
歩
き
、
過
疎
地
で

の
店
舗
や
経
営
に
つ
い
て
聞
い
た
り
、

手
当
り
次
第
勉
強
し
ま
し
た
。
や
る
以

上
は
、
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
店

に
、
ま
た
心
と
心
で
血
の
か
よ
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
よ
い
品
を

安
く
売
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
八
カ
月
た
っ
た
現
在
、
ま

川
上
建
設
有
限
会
社
（
代
表
取
締
役

安
川
哲
生
氏
）
で
は
‘
今
年
六
月
二
十

七
日
に
二
階
建
事
務
所
兼
倉
庫
（
事
務

所
部
分
は
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
新

築
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
に
会
長
の
正
則
氏
が
社

長
と
し
て
会
社
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

在
は
息
子
さ
ん
が
後
を
継
が
れ
て
い
ま
す
。

II
事
務
所
新
築
II

川
上
建
設
有
限
会
社

新築された新事務所

＿ユース

新
装
開
店
9
.

鹿
野
川
セ
ン
タ
ー

だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
が
、
『
お
客
様
は
神
様
で
す
』
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
皆
様
の
暖
か
い
御
支
援

で
毎
日
を
楽
し
く
、
悔
の
な
い
毎
日
を

過
ご
し
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か

昔
の
鹿
の
川
セ
ン
タ
ー
を
想
い
だ
し
、

旧
に
倍
し
て
御
愛
顧
の
程
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

鹿
の
川
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
発

展
を
祈
り
ま
す
。

会
員
一

業
務
は
‘
土
木
工
事
と
一
般
区
域
貨

物
自
動
車
運
送
業
務
で
従
業
員
は
三
十

一
名
だ
そ
う
で
す
。
土
木
工
事
は
主
に

県
、
町
の
事
業
で
道
路
工
事
・
河
川
工

事
で
す
。
ま
た
運
送
業
は
砂
利
・
砕
石

の
運
搬
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

会
長
の
正
則
氏
は
商
工
会
の
理
事
と

し
て
、
ま
た
社
長
の
哲
生
氏
は
正
山
小

学
校
の

P
T
A
会
長
と
し
て
、
地
域
の

た
め
に
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

社
業
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。

経営者の笹木さんと整理された店内

予
子
林
で
手
広
く
建
築
業
を
営
ん
で

お
ら
れ
る
三
瀬
建
設
有
限
会
社
（
代

表
取
締
役
三
瀬
正
氏
）
で
は
‘
こ
の

程
事
務
所
を
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
旧

事
務
所
の
隣
で
、
面
積
四
五
平
方
訂
‘

落
着
い
た
、
し
か
も
機
能
的
な
建
物
で

す。
こ
れ
ま
で
は
建
築
・
鉄
工
・
浄
化

槽
•
水
道
部
門
等
住
宅
関
係
を
主
体

と
し
て
、
町
内
外
半
々
の
割
合
い
で

数
多
く
の
仕
事
を
手
掛
け
ら
れ
ま
し

こ。t
 現

在
、
予
子
林
小
学
校
屋
内
運
動
場

（
エ
費
七
、

二
0
0
万
円
）
を
は
じ
め
、

肱
川
町
・
内
子
町
に
六
つ
の
建
築
現
場

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
な
ど
、
規
模
が
大

き
く
な
っ
た
上
に
、
今
後
、
登
録
済
み

の
土
木
建
設
業
、
さ
ら
に
は

一
級
建
築

”
機
能
的
な
事
踪
所
新
築
“

三
瀬
建
設
有
限
会
社

こ
の
題
名
は
、
そ
の
ま

ま
あ
る
冊
子
の
題
名
を
お

借
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

数
年
前
か
ら
よ
く
こ
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ

ア
と
い
う
言
葉
を
聞
か
さ
れ
る
。
読
ん

で
字
の
ご
と
く
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
な
の

だ
ろ
う
が
、
私
に
は
、
そ
の
正
体
が
と

ん
と
つ
か
め
な
い
。

一
五
世
紀
、
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
の
三
大

文
化
と
い
わ
れ
た
中
に
活
版
印
刷
と
い

う
メ
デ
ィ
ア
が
あ
る
。
当
時
の
人
々
に

春夏秋冬

ニ
ュ
ー

メ
デ
ィ
ア
っ
て

な
あ
に
？ 事務所での三瀬社長

士
事
務
所
を
本
格
的
に
開
設
さ
れ
る
た

め
、
広
い
事
務
所
が
必
要
に
な
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

新
事
務
所
は
、
総
合
建
設
業
と
し
て

大
躍
進
さ
れ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。

社
業
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

と
っ
て
は
真
に
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
で
あ

り
、
社
会
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
今
世
紀
、
真
空

管
・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
の
発
明
に
よ
り

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
が
出
現
し
て
い
る
。
こ
の
メ

デ
ィ
ア
も
驚
く
早
さ
で
普
及
し
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
‘
過
去
に
現
わ

れ
た
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
は
必
ら
ず
私
た

ち
の
生
活
の
中
に
入
り
込
ん
で
し
ま
い

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

る。
前
述
の
冊
子
を
読
む
と
‘
今
回
の

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
は
、
ホ
ー
ム
シ
ョ

ッ

ピ
ン
グ
、
ホ
ー
ム
バ
ン
キ
ン
グ
、
在
宅

学
習
、
在
宅
医
療
シ
ス
テ
ム
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
多
種
多
様
な
事
が

可
能
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
私
た
ち
の
生
活
に
そ
の
よ
う
な
事
が

必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
キ
ー
ボ
ー
ド
を

た
た
き
な
が
ら
、
買
物
を
楽
し
む
事
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
ブ
ラ
ウ
ン
管
を

先
生
に
し
て
勉
強
か
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
。
ま
た
何
年
す
れ
ば
、
肱
川
で
こ
う

い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
事
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。
な
ど
様
々
な
事
が
頭

に
浮
ん
で
く
る
。

私
の
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
愛
媛

県
は
松
山
テ
レ
ト
ピ
ア
構
想
、
八
西

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な

ど
全
国
的
に
進
ん
だ
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

の
県
の
様
で
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
行

政
主
導
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
が
「
絵
に

書
い
た
餅
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
本

当
に
生
活
に
溶
け
込
み
、
必
要
と
さ
れ

る
メ
デ
ィ
ア
に
育
っ
て
欲
し
い
も
の
で

あ
る
。
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小
学
二
年
生
の
時
で
し
た
。
夜
便
所

へ
行
く
途
中
、
目
の
前
が
真
暗
に
な
り

急
に
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
後
で
聞

く
と
、
す
ぐ
に
長
持
ち
の
蓋
に
乗
せ
ら

れ
、
町
部
落
の
岡
部
医
院
へ
運
ば
れ
た

の
で
す
が
、
今
で
い
う
小
児
麻
痺
(
|

ひ
）
じ
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
‘
十
日

余
り
意
識
不
明
の
ま
ま
で
し
た
。

気
が
付
い
て
か
ら
、
下
半
身
不
随
に

な
っ
と
る
こ
と
が
分
り
ま
し
た
が
ど
う

>>>

(C
取
替
え
に
て
ん
て
こ

舞
い
さ
せ
る
し
、
じ
っ

と
藁
布
団
の
上
に
寝

る
だ
け
の
情
な
い
状

態
で
し
た
。

四
、
五
十
日
経
っ

て
か
ら
よ
う
よ
う
座
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ぼ
っ
ぽ
つ
友
達
が
遊
び
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。
正
月
に
庭
で
独
楽
（
こ
ま
）
回

し
を
す
る
の
を
眺
め
る
の
が
楽
し
く
‘

ま
た
布
団
の
上
で
、
空
に
上
が
っ
と
る

凧
（
た
こ
）
の
糸
を
手
に
持
た
せ
て
く

れ
た
そ
の
手
応
え
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。

病
気
は
し
だ
い
に
よ
う
な
っ
て
、
伝

い
歩
き
も
出
来
始
め
、
百
二
十
日
振
り

〗 ~ii;~ エ；玉予小鎮 ｀`t ~ l ~t:t 塁こ t; ［ ［ ににめ頃ははげ年軍銃 めが昭‘のしぎお運ヘ
は鹿まヵ入幸どてに属等 ま‘和規四たなも動行

合？ち今をi‘]門：： t嘉 Eを'JL 61回と旦呈開塁゚； tミ：
本 ダ＋度と同て‘てっ ゜合にしししよ仕し
も ム＝はにじき 終 働 て そ格兵いたて -事た
配景 一 牛 農 でま戦きぉ砲人こさ合三受工し軍うのれで隊軍の 少、 がが
っ竺轟乳協大しままりのもこれ格年け場よ造て仕で軍検隊で 年 出‘
た力 配に変たでし

続
、玉のでまし三‘のう兵九‘事も人査の‘ 時 来後

もあ 達勤で゜小た私や人はして回昭試-廠州が軍にを生成 代
も、ヽ 、卓

け 蒸す還

累、り 、 て 、 名 ぬと唸亨゜土闘羹虜 tミ闊旦門緊省了畠し悶乞胃唇t品し、弟、胄

仕
事
の
数
は
苦
労
の
数

堀
内
重
吉
(76
歳）

予
子
林

し
た
。私

の
こ
れ
ま
で
の
生
涯
で
一
番
辛
か
っ

た
の
は
、
四
十
四
年
に
妻
と
三
人
の
子

供
を
置
い
て
、
大
阪
府
枚
方
市
へ
出
稼

ぎ
に
行
っ
た
こ
と
で
し
た
。
龍
腸
癌
の

手
術
を
し
て
間
も
な
い
妻
の
こ
と
が
特

に
気
掛
り
で
、
小
学
校
の
事
務
職
員
を

し
と

っ
た
長
女
に
後
の
こ
と
を
頼
ん
で

出
掛
け
ま
し
た
。
仕
事
そ
の
も
の
は
鉄

筋
加
工
で
難
儀
な
こ
と
は
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
家
族
と
離
れ
ば
な
れ
の
生
活

は
辛
く
わ
び
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ

で
も
七
年
間
頑
張
っ
て
、
子
供
達
を
皆

大
き
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
軍
属
時
代

と
合
せ
て
、
夫
婦
で
食
べ
て
い
け
る
だ

け
の
更
生
年
金
を
貰
う
よ
う
に
な
っ
と

り
ま
す
。

つ
い
最
近
ま
で
鹿
野
川
園
地
の
整
備

の
仕
事
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、

こ
う
し
て
元
気
に
働
い
て
、
穏
や
か
に

暮
ら
し
て
行
け
る
の
は
近
所
の
皆
さ
ん

の
お
陰
で
す
。

ま
た
、
私
の
大
病
の
時
、
父
が
「
ど

う
ぞ
病
気
を
な
お
し
て
や
っ
て
下
さ
い
。

十
八
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
山
へ
お
参
り

に
来
さ
せ
ま
す
け
ん
」
と
石
鎚
神
社
に

願
を
掛
け
て
く
れ
と
り
ま
し
た
の
で
、

十
八
の
年
か
ら
は
毎
年
石
鎚
山
に
登
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
御
縁
で
十
二
年
前

か
ら
、
小
藪
の
龍
雲
山
肱
川
教
会
へ
通

う
よ
う
に
な
り
、
今
は
信
者
総
代
長
と
し

て
少
し
は
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
誠
に
有
難
い
こ
と
で
す
。

こ
う
し
て
周
囲
の
人
達
の
暖
か
い
励

ま
し
に
よ
っ
て
喜
寿
を
迎
え
た
今
、
こ

の
地
で
出
来
る
だ
け
頑
張
っ
て
、
長
生

き
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
J

—

S

マ
—
ク

日
本
工
業
規
格
の
略
。
「
工
業
標
準
法
」

に
よ
り
品
質
・
寸
法
・
形
状
・
性
能
・

安
全
性
な
ど
が
一
定
水
準
以
上
の
鉱

工
業
品
に
つ
け
ら
れ
る
。

⑨
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
マ
ー
ク

通
称
G
マ
ー
ク
。
通
産
省
の
設
け
た
制

度
に
基
づ
き
‘
市
場
に
出
回
っ
て
い
る

商
品
の
中
で
、
デ
ザ
イ
ン
・
品
質
と
も

に
す
ぐ
れ
た
も
の
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

⑥
安
全
マ
ー
ク

「
消
費
生
活
用
品
安
全
法
」
に
基
づ
き
‘

消
費
生
活
用
品
の
う
ち
、
安
全
性
の

見
地
か
ら
問
題
の
あ
る
も
の
を
特
定
製

品
に
指
定
、
国
が
定
め
た
安
全
基
準

に
合
格
し
た
も
の
に
つ
け
ら
れ
ま
す

C

⑥

F

F
マ
ー
ク

セ
ー
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
ウ

ェ

ア・

ニ
ッ
ト
ウ

ェ
ア
な
ど
、

フ
ル
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
編
み

機
で
つ
く
ら
れ
た
製
品
に

つ
い
て
い
ま
す
。

⑥

Q
マ
ー
ク

「
繊
維
製
品
品
質
総
合
検
査

制
度
」
に
基
づ
い
て
品
質

甚
準
に
合
格
し
た
子
供
服
・

カ
ー
ペ
ッ
ト
類
・
か
つ
ら

⑥
洋
が
さ
の
マ
ー
ク

⑥
ウ
ー
ル
マ
ー
ク
と

ブ
レ
ン
ト
マ
ー
ク

通
産
省
が
定
め
た
安
全
基
準
に
合
格

し
た
電
気
用
品
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

建
設
大
臣
に
よ
り
、

「優
良
住
宅
部
品
」

と
し
て
認
定
さ
れ
た
、
住
宅
用
の
部

品
や
設
備
な
ど
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

国
際
羊
毛
事
務
局
の
定
め
た
品
質
基

準
に
合
格
し
た
羊
毛
製
品
に
つ
け
ら

れ
、
ウ
ー
ル
マ
ー
ク
は
新
毛

100
パ
ー

セ
ン
ト
で
つ
く
ら
れ
た
製
品
‘
ウ
ー

ル
ブ
レ
ン
ド
マ

ー
ク
は
、
新
毛
に
他

の
繊
維
を
ま
ぜ
た
製
品
を
示
し
ま
す
。

⑥
革
製
衣
料
の
マ
—
ク

皮
革
服
装
協
同
組
合
が
革
製
衣
料
に
、

自
主
的
に
つ
け
て
い
る
マ
ー
ク
。
家

庭
用
品
品
質
表
示
法
に
基
づ
い
て
自

主
的
に
つ
け
て
い
る
マ
ー
ク
で
す
。

日
本
洋
傘
振
興
協
議
会
が
、
自
主
的

に
定
め
た
品
質
基
準
に
合
格
し
た
洋

が
さ
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

日
本
テ
レ
ビ

「暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
」
に
よ
る

⑥
ベ
タ
ー
リ
ピ
ン
グ
の
マ
ー
ク

⑥
電
気
用
品
の
安
全
マ
ー
ク

な
ど
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

「
品
質
マ
ー
ク
」
ご
存
じ
で
す
か
？
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今
月
は
‘
農
村
問
題
懇
談
会
の
意
見

発
表
の
中
か
ら
‘
三
人
の
方
の
も
の
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。
じ
っ
く
り
と
読
ん

で
み
て
下
さ
い
。

私
が
農
業
に
つ
き

ま
し
た
の
は
‘
八
年

前
で
す
。
そ
の
こ
ろ

は

農

業

の

事

は

何

も
知
ら
ず
、
若
さ
も

手
伝
っ
て
将
来
に
何

ら
疑
問
も
持
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
実

際
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク

後
で
は
あ
り
ま
し
た

が

生

産

者

米

価

や

生
糸
価
格
は
年
間
の

物
価
上
昇
率
に
劣
ら

ず
安
定
し
て
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
当
時
が
現
在
の
よ
う
な

む
ず
か
し
い
時
代
で
、
そ
れ
を
意
識
し

て
い
た
な
ら
、
私
が
農
業
を
始
め
て
い

た
か
ど
う
か
‘
残
念
な
が
ら
疑
問
で
す
。

何
の
疑
問
も
持
た
ず
‘
農
業
に
励
ん
で

い
ま
し
た
が
「
こ
の
ま
ま
で
は
イ
カ
ン
」

と
気
づ
き
は
じ
め
た
の
が
、
減
反
政
策

か
で
て
か
ら
の
事
で
す
。
農
業
の
風
向

き
の
悪
さ
は
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
減

反
政
策
に
は
さ
す
か
に
ガ

ッ
ク
リ
し
ま

私の農業経営
圭修司（柳）

ん
一

さ
―

東
一

＇ 

し
た
。

日
本
に
は
米
が
余
っ
て
い
る
‘

水
田
は
半
分
も
あ
れ
ば
足
り
る
と
い
う

事
か
現
実
に
わ
か
っ
た
時
‘
こ
れ
は
イ

カ
ン
と
思
い
ま
し
た
。
減
反
に
よ
っ
て

余
っ
た
土
地
か
ど
う
な
っ
て
い
く
か
を

考
え
ま
し
た
。
農
政
の
ふ
か
い
な
さ
も

知
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
こ
う

す
る
う
ち
、
各
農
産
物
価
格
の
低
迷
が

続
き
‘
内
外
か
ら
の
圧
迫
‘
過
疎
化
に

続
く
老
齢
化
、
病
害
虫
に
干
ば
つ
、
台

風
、
何
と
か
で
き
た
ら
作
り
す
ぎ
と
歌

に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

私
も
や
り
直
し
の
で
き
に
く
い
年
齢
で

農
業
の
困
難
さ
を
改
め
て
認
識
し
ま
し

こ
。

t
 農

業
は
人
間
ら
し
い
生
き
方
、
自
然

を
相
手
に
生
活
す
る
喜
び
は
他
に
な
い

と
そ
れ
ま
で
思

っ
て
い

ま
し
た
。

こ
れ

か
ら
も
そ
う
な
の
だ
と
は
思
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
今
は
食
べ
て
い
く
た
め
の

農
業
に
入
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
生
活
の
た
め
の
農
業
、
こ
れ
が

肱川 て‘‘

農
村
問
題

生
一
き
＿
て

し‘

＜
＿
た
一
め
ー
に

主
流
の
よ
う
で
す
。

省
力
化
の
基
盤
整
備
も
わ
ず
か
な
か

ら
行
い
、
経
営
の
一
部
に
は
野
菜
も
取

り
入
れ
ま
し
た
。
私
の
よ
う
な
経
営
面

積
も
少
く
、
土
地
開
発
や
購
入
に
よ
る

規
模
拡
大
が
困
難
な
者
に
と
っ
て
、
反

当
り
の
収
入
の
高
い
高
密
度
の
作
目
に

切
り
変
え
て
い
く
の
は
、
当
然
の
よ
う

な
気
か
し
ま
す
。
当
初
の
目
標
ど
お
り

に
い
く
に
は
‘
今
し
ば
ら
く
か
か
り
そ

う
で
す
。

で
は
、
今
後
私
の
農
業
経
営

は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
明
日
の
事
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
か
、
現
在
の
規
模
で

あ
る
程
度
技
術
か
と
も
な
い
、
社
会
状

勢
が
そ
う
変
化
か
な
い
な
ら
何
と
か
五

年
位
は
持
つ
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
先
は
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

次
に
私
の
住
む
予
子
林
地
区
に
つ
い

て
話
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

予
子
林
は
‘
地
形
的
に
は
当
町
で
も

恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
養
蚕
な
ど
農
業
の

盛
ん
な
地
区
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
戸

数
百
三
十
余
り
、
内
農
家
か
八
十
七
戸

で
六
十
七
％
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
二
十

％
が
専
業
農
家
、
そ
し
て
専
従
者
の
八

+
％
が
い
わ
ゆ
る
高
齢
者
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
‘
予
子
林
で
毎
日
く
わ
を
持
っ

て
い
る
農
家
の
十
戸
の
内
約
一
戸
、
さ

ら
に
毎
日
く
わ
を
持
っ
て
い
る
人
の
十

人
の
内
八
人
は
お
年
寄
り
と
い
う
こ
と

で
す
。

こ
れ
は
数
字
上
の
事
で
し
て
、

実
際
に
は
老
齢
化
や
兼
業
化
、
離
農
者

は
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
又
‘
適
作
の
問
題
、
機
械
化
や

省
力
化
‘
農
業
の
環
境
の
悪
化
、
後
継

者
の
問
題
と
数
え
あ
げ
た
ら
き
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。
他
の
地
区
も
同
じ
だ
と
は

イチゴの栽培も...…

思
い
ま
す
が
…
…
。
農
産
物
価
格
の
上

昇
が
唯
一
の
特
効
薬
で
す
が
、
こ
れ
は

お
い
そ
れ
と
は
い
き
ま
せ
ん
。
し
ば
ら

く
は
忍
の
一
字
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
じ
っ
と
我
慢
で
は
な
く
‘
で
き

る
事
は
全
て
や
り
、
天
命
を
待
つ
事
か

特
策
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
肱
川
の
農
作
物

が
他
の
産
地
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

一
人
や
ニ

人
が
頑
張
っ
て
も
ど
う
な
る
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
指
導
者
一
人
走
っ
て

み
て
も
だ
め
で
し
ょ
う
。
今
日
の
会

は
‘
こ
う
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
と
思
う

の
で
す
か
、
今
後
さ
ら
に
深
く
、
さ
ら

に
幅
広
く
続
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
う

の
で
す
。

さ
て
、
肱
川
の
農
業
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
事
を
言
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

―
つ
は
‘
夏
秋
キ
ュ
ー
リ
を
も
っ

と
も
っ
と
強
力
に
お
し
進
め
る
べ
ぎ
だ

と
思
い
ま
す
。
年
に
よ
っ
て
価
格
の
変

動
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
現
在
の
市

場
制
で
は
宿
命
だ
と
思
い
ま
す
。
わ
か

り
き
っ
た
事
で
す
が
、
よ
り
多
く
よ
り

よ
い
物
を
安
定
し
て
出
し
て
い
く
必
要
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か
あ
＞
ま
す
。
こ
れ
ら
を
お
し
進
め
る

の
に
兼
業
農
家
の
力
が
必
要
で
す
。
兼

業
化
が
進
む
中
で
、
肱
川
農
業
に
し
め

る
ウ
エ
イ
ト
は
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
、
い
か
に

兼
業
農
家
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
か
、
そ

れ
も
大
き
な
課
題
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す。
二
つ
に
は
‘
基
盤
つ
く
り
が
大
切
で

し
ょ
う
。
予
子
林

で
は
二
年
間
で
稲
田

の
基
盤
整
備
が
か
な
り
で
き
ま
し
た
。

町
内
で
も
小
薮
や
大
谷
等
で
で
き
‘
共

通
の
問
題
と
し
て
機
械
化
や
水
田
の
稲

作
・
畑
作
化
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま

す
。
か
な
り
の
投
資
を
し
て
、
田
ん
ば

が
き
れ
い
に
な
っ
た
だ
け
で
は
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
基
盤
整
備
後
が
か
ん
じ

ん
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
又
、
水
田
の

整
備
は
か
な
り
進
み
ま
し
た
が
、
今
後

畑
の
基
盤
整
備
が
先
程
の
野
菜
づ
く
リ

に
合
わ
せ
て
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

各
農
家
で
は
経
営
の
見
直
し
か
必
要

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
後
継
者
の
事
や

高
齢
化
で
思
い
切
っ
た
き
り
か
え
や
方

針
を
立
て
る
の
は
む
ず
か
し
い
で
し
ょ
う

が
、
い
た
ず
ら
に
作
る
だ
け
で
は
今
の
流

れ
に
は
乗
れ
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
し
て
ム
ー
ド
作
り
が
大
切
で
し
ょ

う
。
肱
川
町
で
は
農
業
の
低
迷
は
‘
即

商
工
業
者
は
も
と
よ
り
町
全
体
の
低
迷

に
つ
な
が
り
ま
す
。
農
業
問
題
は
町
民

全
体
の
問
題
と
も
言
え
ま
す
。
農
家
が

共
に
肱
川
で
生
き
て
い
く
と
い
う
気
運

が
大
切
で
す
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
重
要

で
困
難
な
問
題
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

―
つ
づ
つ
着
実
に
解
決
に
向
っ
て
努
力

す
る
事
が
肝
心
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。
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ま
す
。

「
母
ち
ゃ
ん
、
青
年

団
行

っ
て
く
る
け
ん
‘

今
日
も
遅
い
ぜ
」
と

言
い
な
が
ら
ジ
ャ
ー

ジ
姿
で
出
て
い
く
私

に
「
早
よ
う
帰
っ
て

こ
い
よ
」
と
母
の
声
。

こ
ん
な
や
り
と
り
か

今
も
続
い
て
お
り
ま

す
。昨

年
の
四
月
、
七

年
間
離
れ
て
い
た
こ

の
肱
川
町
に

U
タ
ー

ン
し
、
農
協
に
就
職
‘

間
も
な
く
青
年
団
に

も
入
り
ま
し
た
。

現
在
二
十
三
オ
、

青
年
団
員
の
中
で
も

最
年
長
ク
ラ
ス
に
い

「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
着
い
て

も
…
…
」
と
い
う
の
が
親
の
本
心
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
自
身
、
正
直
な

と
こ
ろ
、
悩
ん
だ
時
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
こ
う
し
て
続
け
て
い
る
の
は
‘

素
晴
ら
し
い
仲
間
達
に
囲
ま
れ
、
活
動

す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
た
か

ら
で
す
。

今
年
度
、
我
が
青
年
団
は
新
し
い
試

み
と
し
て
女
子
部
を
設
け
ま
し
た
。
最

初
は
た
だ
何
と
な
く
「
女
子
部
で
何
か

や
っ
て
み
て
は
」
と
い
う
本
当
に
な
に

げ
な
い
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
す
ぐ
に
の
っ

て
し
ま
う
私
は
「
部
長
」
と
い
う
役
に

つ
い
た
も
の
の
「
な
る
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
」
と
甘
い
考
え
で
い
た
の
で
す
。

幾
日
か
た
ち
、
女
子
団
員
の
中
か
ら
も

「
何
か
や
ろ
う
」
と
い
う
声
が
上
が
り
次

肱川の女性として合思うこと
上田栄子（小藪）

ん
一

さ
―

田―
上
一

＇ 

第
に
私
も
「
作
っ
た
か
ら
に
は
何
か
し

な
く
て
は
」
と
思
い
始
め
た
の
で
す
。

今
ま
で
の
青
年
団
活
動
を
振
り
返
る
と

体
育
活
動

・
レ
ク
活
動
・
演
劇
活
動
な

ど
、
確
か
に
い
ろ
ん
な
活
動
を
し
て
い

ま
し
た
し
、
そ
れ
な
り
に
得
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
っ
物
足
り
な

さ
を
感
じ
た
の
は
‘
女
子
団
員
の
意
見

の
少
さ
で
し
た
。
何
を
す
る
に
も
、
男

子
団
員
の
後
を
つ
い
て
い
く
形
で
、
会

合
の
時
も
意
見
が
出
て
こ
な
い
状
態
で

し
た
。

こ
れ
で
は
現
代
女
性
と
し
て
、

さ
み
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
、
男
女
同

権
・
自
立
し
た
女
性
の
求
め
ら
れ
て
い

る
時
代
に
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
っ

た
の
で
す
。
女
子
団
員
が
本
音
を
出
し

て
話
し
合
え
る
場
、
こ
れ
を
女
子
部
活

動
の
出
発
に
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。

そ
の
点
で
、
先
日
実
施
し
た
第
一
回

肱
川
町
女
子
青
年
団
研
修
会
は
‘
成
果

を
あ
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
「
同
じ
肱

川
に
住
む
女
子
青
年
の
親
睦
を
深
め
よ

う
、
又
女
性
の
生
き
方
を
考
え
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
こ
の
公
民
館
で
一
泊
二
日

の
研
修
を
し
た
の
で
す
。
部
員
自
ら
が

計
画
し
実
行
し
ま
し
た
。
「
女
性
と
職
業
・

生
き
が
い
」
と
い
う
お
話
し
を
聞
き
‘

お
互
い
の
悩
み
や
考
え
を
語
り
合
い
ま

し
た
。
又
、
花
火
大
会
や
独
居
老
人
へ

の
暑
中
見
舞
い
葉
書
き
の
作
成
な
ど
も

行
い
ま
し
た
。
枕
を
並
べ
て
眠
り
‘
家

族
的
な
雰
囲
気
の
中
で
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
少
っ
た
に
せ

よ
、
自
分
達
で
や
り
遂
げ
た
と
い
う
満

足
感
が
部
員
一
同
に
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
青
年
団
活
動
の
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
た
研
修
で
も
あ
り
ま
し
た
。

一
人
一
人
で
な
く
‘
み
ん
な
で
力
を
出

し
合
え
ば
何
で
も
で
き
る
と
い
う
事
を

体
験
し
た
の
で
す
。

現
代
は
大
変
便
利
な
世
の
中
で
す
。

ど
こ
か
へ
行
く
に
は
車
が
あ
る
し
、
お

金
を
入
れ
れ
ば
‘
欲
し
い
も
の
が
す
ぐ

に
出
て
く
る
自
動
販
売
機
‘
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
な
ど
情
報
も
豊
富
で
す
。
と
も

す
れ
ば
個
人
主
義
に
な
り
が
ち
で
す
。

「
青
年
団
活
動
な
ん
て
」
と
い
う
若
者
も

少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
で

は
あ
ま
り
に
も
さ
み
し
す
ぎ
ま
す
。
同

じ
肱
川
に
住
む
若
者
と
し
て
、
明
日
の

肱
川
を
担
っ
て
行
く
私
達
に
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
若
さ
と
い
う
素

晴
ら
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
私
達

が
一
っ
に
な
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
場
が
青
年
団
で
あ
り
、
そ

の
活
動
が
町
を
活
気
づ
け
る
源
に
な
る

の
だ
と
思
つ
の
で
す
。

青
年
団
女
子
部
は
、
現
在
十
名
程
度

年
齢
も
十
八
ー
ニ
十
三
歳
と
娘
ざ
か
り

の
者
ば
か
り
で
す
。
当
然
の
様
に
結
婚
・

恋
愛
の
話
題
が
で
て
き
ま
す
。
「
肱
川
町

に
は
ね
、
適
齢
期
の
男
性
が

0
0
人
い

る
そ
う
よ
」
「
え
、
ホ
ン
ト
に
…
…
」
と

い
う
具
合
に
農
家
の
嫁
不
足
問
題
も
話

題
に
な
り
ま
す
。
「
最
近
の
娘
は
農
家
に

は
、
嫁
に
行
き
た
が
ら
な
い
」
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
で

青年の学習活動

し
ょ
う
か
。
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
る

だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
愛
す
る

人
が
農
家
で
あ
れ
、
非
農
家
で
あ
れ
、

結
婚
す
る
の
は
人
間
同
志
な
の
で
す
。

人
間
的
に
魅
力
が
な
い
人
で
あ
れ
ば
、

都
会
の
人
で
も
女
性
は
つ
い
て
い
か
な

い
と
思
つ
の
で
す
。
「
農
業
を
し
た
こ
と

が
な
い
か
ら
…
…
」
と
も
よ
く
言
わ
れ

ま
す
が
、
何
を
す
る
に
も
は
じ
め
か
ら

う
ま
く
出
来
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
や
ろ
う
と
思
え
ば
何
で
も
で
き
ら
い
な

あ
ー
」
と
私
達
は
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
‘
し
ん
ど
く
て

も
‘
だ
ん
な
様
が
そ
ば
に
い
て
暖
い
声

援
を
送
っ
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
幸
せ
を

感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ

れ
は
、
あ
く
ま
で
理
想
論
で
、
現
実
は

も
っ
と
厳
し
い
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

農
業
を
真
に
理
解
し
て
い
な
い
私
達
な

の
で
す
か
ら
…
…
。
え
ら
そ
う
な
事
は

言
え
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
事
を
思
い
な
が
ら
、
今
後
の
女
子
部

活
動
の
中
に
農
家
一
日
体
験
学
習
を
し

て
み
て
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
分
達
の

知
ら
な
い
農
業
を
体
験
し
、
肱
川
を
知

ろ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
す
。
計

画
中
で
い
ろ
ん
な
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「青
年
団
は
集
団
見
合
い
の
場
で
あ
る
」

と
い
う
事
を
聞
く
事
が
あ
り
ま
す
。
都

会
に
比
べ
田
舎
で
は
‘
オ
ー
プ
ン

な
交

際
が
な
か
な
か
で
き
な
い
。
そ
れ
は
周

囲
の
目
が
光

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
と

く
に
若
者
に
対
し
て
は
‘
よ
く
気
を
つ

け
て
も
ら
っ
て
い
る
様
で
す
。
若
者
が

注
目
さ
れ
る
と
い
う
事
は
‘
大
変
嬉
し

い
事
で
す
が
、
時
に
は
負
担
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
男
女
が
気

軽
に
交
流
で
き
る
場
と
し
て
、

青
年
団

を
も

っ
と
利
用
し
て
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・

学
習
活

動
‘
そ
し
て
時
に
は
お
酒
な
ど
…
…
。

青
年
団
活
動
程
、
人
間
の
本
質
を
さ
ら
け

出
す
機
会
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
活
動
を
通
し
て
、
お
互
い
を
理
解

し
合
い
‘
恋
愛
す
る
事
が
出
来
た
な
ら
‘

素
晴
ら
し
い
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
、
青
年
団
で
は
女
子
団
員
が
若
年

化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
‘
や
は
り
‘

年
齢
が
気
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
私
も
気
に
な
ら
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
男
子
団
員
か
ら
「
お
ば

さ
ん
」
扱
い
さ
れ
た
時
な
ど
「
ズ
キ

ッ
」

と
く
る
の
で
す
。
で
も
、
ま
だ
青
年
団

二
年
生
、
で
き
る
限
り
は
活
動
し
て
行

き
た
い
も
の
で
す
。
肱
川
町
に
住
む
女

性
と
し
て
真
剣
に
青
年
団
活
動
に
取
り

く
ん
で
い
き
た
い
。
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
と
し
て
…
…
。

今
私
達
が
活
動
し
て
い
る
女
子
部
活

動
が
、
将
来
、
婦
人
会
活
動
へ
と
続
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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私
の
家
は
母
と
主
人
と
小
学
校
三
年

を
叫
に
四
人
の
子
供
か
お
り
ま
す
。
母

か
f
供
の
面
例
を
見
て
く
れ
、
主
人
と

私
が
主
に
酪
農
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

四
十
七
珀
で
、
そ
の
内
親
牛
か
三
十
三

珀
‘
f
牛
が
十
四
珀
て
す
。
飼
料
畑
は

ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
年
間
二
十
二
万
八
干

キ
ロ
‘
二
千
四
白
三
十
八
万
円
か
昭
和

土
十
九
年
の
販
売
実
粕
で
す
。
私
の
家

の
酪
農
経
営
は
経
験
か
没
く
、
主
人
か

昭
和
四
十
四
年
に
研
修
所
を
卒
業
し
た

時
に
‘

一
珀
森
入
し
た
の
か
始
り
で
す
。

し
ば
ら
く
は
十
珀
位
の
頭
数
で
続
け
て

お
り
ま
し
た
か
、
構
造
改
善
事
業
に
よ

る
規
松
拡
大
を
図
る
話
し
か
持
ち
上
か

リ
、
四
戸
の
酪
農
家
と
共
に
昭
和
四
十

八
年
よ
り
事
業
に
取
り
組
み
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
四
十
七
頭
も

の
牛
を
飼
う
と
忙
し
く
て
大
変
だ
ろ
う

と
い
わ
れ
ま
す
か
、
小
規
位
の
農
家
に

比
べ
る
と
オ
ー
ト
化
に
よ

っ
て
、
仕
事

か
辛
い
と
思
っ
た
事
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

乳
を
し
は
る
に
し
て
も
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

ミ
ル
カ
ー
で
す
し
、
装
の
取
り
出
し
も

バ
ー
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
に
よ
っ
て
自
動
的

に
ダ
ン
プ
ト
ラ

ッ
ク

に
栢
み
込
み
ま
す
。

朝
は
六
時
頃
に
起
き
て
朝
食
の
準
備

で
す
。
我
か
家
で
は
‘
家
版
の
対
話
を

大
切
に
考
え
て
、
そ
ろ
っ
て
食
事
を
し

ま
す
。
子
供
を
学
校
へ
送
り
出
す
準
備

を
し
て
、
後
は
母
に
ま
か
せ
て
牛
舎
へ

ん
一

さ
一

永
—

冨

一

行
き
ま
す
。
作
業
に
つ
く
の
は
七
時
三

0
分
頃
で
す
。
主
人
は
一
足
先
に
準
備

を
し
て
い
ま
す
。
搾
乳
は
主
に
私
が
乳

房
を
拭
き
‘
主
人
が
四
台
の
ミ
ル
カ
ー

を
使
っ
て
搾
り
ま
す
。
主
人
と
牛
の
状

態
や
世
間
話
を
し
な
か
ら
一
時
間
余
り

で
終
り
ま
す
。
子
牛
の
哺
乳
や
粗
飼
料

を
や
る
こ
と
を
私
か
手
伝
い
‘
濃
厚
飼

料
は
主
人
か
や
り
ま
す
。
一
頭
／
＼
の

乳
量
に
合
せ
て
全
部
違
い
ま
す
の
で
、

主
人
の
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

結
婚
す
る
ま
で
は
‘
O
L
生
活
で
農

家
へ
嫁
に
行
く
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
し
、
ま
し
て
酪
農
家
へ
嫁
ぐ
と
は
思
っ

て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
主
人
を
心
に

決
め
た
理
由
は
‘
十
九
歳
で
父
を
亡
く

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
農
業
に
誇
り
を

持

っ
て
お
り
、
中
で
も
酪
農
に
つ
い
て

将
来
の
進
む
方
向
‘
目
標
を
は

っ
き
り

と
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私
に
嫁
に
き

て
く
れ
る
よ
う
‘
気
を
引
く
よ
う
な
格

好
い
い
事
は
い
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
何
事
に
も
や
さ
し
さ

が
あ
り
ま
し
た
。
結
婚
を
し
て
か
ら
も

我
が
家
の

酪
農
経
営
と
婦
人
部
活
動

冨
尿

真
理
子
（影地）

酪農経営の将釆は……

やさしさは変りなく‘仕半の中で

もよく気を配ってくれます。叶今‘

農家には嫁かないと言われますか、

仕事に泣欲を持ち‘将米の目標が

はっきりしていればついていく女

性も安心でき‘職業的な事は関係

なく‘むしろ農家の嫁の立場こそ

恵まれているのではないかと思い

ます。

主人と結婚して間もない頃でし

た。ホルスタイン協会主催による

アメリカ先進地祝察に‘二0日間

程行きたいと言われた時は‘一瞬

戸惑いましたか、今の機会を逃す

と行く機会かないと言う主人の説

得で/邸甲守を母と二人で頑張りま

したが、今思うとよくやったもの

だと自分乍ら感心します。最近に

なって、その研修か大変効果のあ

るものだった事が結果となって現

われてきました。視察後は‘常に

乳牛の改良に誰よりも早く取り組

み‘努力したおかげでここ三年間

の一頭当りの年間平均乳量か肱川

酪農家の五七三ニキロに対して六

六九七キロ平均の牛をそろえる事

゜゚
し合
よし、〈

お結
う をし ら

見舞 婚改
゜ し
な の
か中

返い 普を らの
、細‘’‘‘ 

心理し 進 のを
やめ 通な

香 よ し、く

合ヽ し
曲ハ っ‘ って

返 I /)ヽ、

る真し さ 心
を との

や づ｀こ

くも
め りつ

よ をた

う 進お

めま 付きI 

か
で
ぎ
ま
し
た
。
年
間
を
辿
し
て
一
日

一
珀
、
平
均
乳
祉
二
十
三
キ

ロ
を
と
っ

て
お
リ
ま
す
。

私
に
は
酪
農
婦
人
部
で
の
勉
強
の
場

が
あ
り
ま
す
。
主
人
は
‘
部
会
活
動
等

に
つ
い
て
は
で
き
る
限
リ
出
祁
す
る
よ

う
す
す
め
て
く
れ
ま
す
。
1
1
月
定
例
で

お
互
い
の
牛
舎
を
巡
回
し
‘
牛
の
手
入
・

牛
舎
の
泊
潔
感
・
搾
乳
機
械
の
保
醤
に

つ
い
て
の

状
況
調
任
を
行
っ
て
、
注
怠

し
合
い
乳
質
改
善
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

午
後
は
飼
料
給
与
計
算
の
方
法
、
日
常

の
飼
育
菅
埋
な
ど
に
つ
い
て
の
勉
強
会

を
し
て
お
り
ま
す
。
十
八
人
の
婦
人
部

で
、
目
的
が
共
通
で
あ
る
為
家
肱
的
な

と
こ
ろ
か
あ
り
、
お
互
い
何
で
も
話
し

あ
え
る
楽
し

い
仲
間
で
す
。
年
に
一
回

は
家
庭
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
に
と
‘

一
泊
研
修
を
組
ん
で
い
ま
す
。

一
晩
で

も
主
婦
と
し
て
家
を
空
け
る
事
は
大
変

で
す
か
‘
お
互
い
埋
解
あ
る
主
人
を
持
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
又
、
今

年
は
酪
農
土
国
で
あ
る
北
海
道
の
酪
農

家
を
自
分
の
目
で
確
か
め
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
六
泊
七
日
の
研
修
で
し
た

が
、
五
十
三
年
頃
か
ら
稽
立
て
を
し
、

今
回
の
夢
が
実
現
し
ま
し
た
。

1

取
後
に
こ
れ
；
ら
の
抱
負
に
つ
い
て

は
、
日
頃
か
ら
主
人
と
話
し
て
い
る
巾

は
‘
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
世
界
佑
勢
も

考
え
た
農
業
経
営
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
半
で
す
。
特
に
私

逹
‘
山
間
部
で
の
酪
農
経
営
は
厳
し
く‘

同
じ
飼
料
を
食
べ
さ
せ
て
一
キ

ロ
で
も

多
く
搾
れ
る
能
力
の
商
い
f
牛
を
有
成

す
る
事
に
よ

っ
て
、
生
産
コ
ス
ト
を
下

げ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
広
大
な
北
湘

道
の
地
に
立

っ
た
時
、
痛
切
に
感
し
ま

し
た
。
そ
れ
と
授
粕
卵
移
殖
の
研
究
も

進
み
‘
農
家
へ
の
実
施
の
は
階
に
な

っ

て
い
る

こ
と
か
ら
授
桔
卵
移
殖
に
よ
る

高
能
力
牛
の
子
牛
生
産
に
つ
い
て
も
名

え
て
い
き
‘
今
年
中
に
何
珀
か
実
施
し

て
み
て
は
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

大
き
く
な
っ
た
ら
僕
も
お
父
さ
ん
の

よ
う
に
牛
飼
い

に
な
る
と
言

っ
て
、
．
加

気
に
通
学
し
て
い
る
イ
供
達
の
為
に
も

一
層
充
実
し
た
経
営
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
経
営
に
年
息
欲
を
燃
や

し
て
い
る
主
人
に
協
力
し
な
が
ら
、
主

婦
と
仕
事
と
家
庭
の
和
を
上
手
に
コ
ン

ト

ロ
ー
ル
す
る
の
か
私
の
役
目
で
す
。

努
力
し
な
か
ら
頑
如
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
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ほめ方10か条

(I)わからせてからほめる

ただほめるのではなく、そのこと をはめる。

(2)性格にあわせてほめる

子どもの性格を名えてはめ言築を与える 。

(3)口ぐせにはほめない

いつもはめてばかりいないようにする 。

(4)努力をほめる

結果だけではなく、がんばったことをはめる 。

(5)叱ってほめない

ほめるな らば、そのことをはめればよい。

(6)皮肉まじりでほめない

いらないことは言わないで、心からはめる 。

(7)みんなでほめる

家）jいか喜んでいるという気分にひたらせる 。

(8感情的にほめない

理性的なほめ方かはしい。

(9)物品を与えてほめない

チどもの年齢にもよるか、物品を与えるのは

よくなし‘。

(I 0)人前であまりほめない

親子の愛情のつなかりのはめ方か大切である 。

人前ではめられると恥かしかる —f どももいる 。

叱り方10か条

(|）すぐ叱る

千どもか忘れてしまわないうちに叱るように

する 。

(2)あっさり叱る

くどくど叱 らなし 90 

(3)わからせてから叱る

自分のした行為を反省させるようにする 。

(4)静かに叱る

大きな声は禁物、言っ て聞かせるようにする 。

(5)ほめてから叱る

ほめながら叱るのは、叱る母親の知忠である 。

(6)ほかのことまで叱らない

あれこれと思い出しなか ら叱ってはいけない。

(7)他人と〈らべて叱らない

きょうだいや隣りの子と比較しないようにする。

(8)みんなで叱らない

家帆で叱らないよ うにする。

(9)人前では叱らない

だれもいないところで叱るようにする 。

(I 0)かわいいから叱る

叱 られている子どもか、反感をもたせないよ

うにする 。

「
ど
ん
な
叱
り
方
や
‘
ほ
め
方
を
す
れ

ば
よ
い
か
」
お
困
り
で
あ
り
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
を
か
わ
い
が
ら
な
い
親
は
い
ま

松
本
伸
夫
(85
言

二
霞
闘
〗
胴
圏□
犀

cnu ⑲
ー
「
叱
る
よ
り

ほ
め
よ
」
か
— せ

ん
。
子
ど
も
が
か
わ
い
い
か
ら
こ
そ
、

叱

っ
た
り
‘
は
め
た
り
す
る
の
で
す
。

‘

適
切
な
叱
り
方
や
‘
ほ
め
方
が
出
来

れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
出
来
な

い
と
こ
ろ
に
問
題
が
で
て
く
る
の
で
す
。

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
く
の
方
々

に
こ
の
本
を
お
読
み
い
た
だ
い
て
‘
み

ん
な
で
話
し
合
い
、
少
し
で
も
よ
り
よ

い
家
庭
教
育
を
実
践
し
、
子
ど
も
の
幸

せ
の
た
め
に
尽
く
し
た
い
も
の
で
す
。

上手な叱り方

1．言い分を聞いて叱る

2.おちついて叱る

3．行為を叱り性格を叱ら

ない

4.叱って許す

5.あっさり叱りたたかな

¥.,‘ 

6．父母が同 じ叱り方をす

る

7．子どもによって叱り方

を変える

8.比ぺて叱らない

9.目的をあきらかにして

叱る

10.「愛の叱り 方」をする

つ
い
に
わ
が
家
に
も
新
し
い
家
族
が
増

え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
名
前
は
ロ
ン
。
生

後
ニ
ヵ
月
余
り
の
オ
ス
の
小
犬
で
あ
る
。

父
親
も
母
親
も
血
統
書
つ
き
の
シ
バ
犬
だ

と
い
う
か
ら
‘
良
家
の
ぼ
ん
ぽ
ん
と
い
う

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

犬
を
飼
う
こ
と
は
父
と
主
人
の
か
ね
て

か
ら
の
願
い
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
ま

で
も
た
び
た
び
「
犬
を
飼
お
う
や
。」
と
相

談
左
持
ち
か
け
ら
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
‘

結
局
は
犬
の
世
話
を
押
し
つ

け
ら
れ
る
で
あ
ろ
‘つ

女

性

陣

営

．

＝――
―
-r "＇ ゜

の
猛
反
対
で
、
そ
の
申
し
出
は

9
9
 

。

一
蹴
さ
れ
て
い
た
の
て
あ
る

全
回
の
場
合
は
口
実
が
あ
っム

た
。
一
歳
四
ヶ
月
に
な
る
禾

の
息
子
に
は
、
同
年
齢
の
友

だ
ち
が
い
な
い
か
ら
遊
び
相
手
が
要
る
‘

と
い
う
の
だ
。
父
は
し
ぶ
る
祖
母
と
母
‘

そ
れ
に
私
を
押
し
切
っ
て
勝
手
に
小
犬
を

護
り
う
け
‘
犬
小
屋
ま
で
買
い
こ
ん
で
し

ま
っ
た
。
主
人
は
言
う
。

ぶ
さ
い
子
は
動
物
と
遊
ば
す
の
が
え
え

ん
ぞ
。
こ
こ
ら
へ
ん
に
は
‘
遊
ぶ
子
ど

も
も
お
ら
ん
し
。
」

父
親
の
心
情
か
ら
か
‘
ロ
ン
を
飼
う
経
緯

の
後
ろ
め
た
さ
か
ら
か
は
わ
か
ら
な
い
。

く176〉

新しい
家族

と
い
う
の
だ
る
つ
か
‘
せ
い
ぜ
い
頭
を
な
で
る
か

た
ま
に
散
歩
に
つ
れ
て
行
く
だ
け
。
申
し
分
け

程
度
に
口
実
に
し
た
息
子
の
匡
人
と
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
ロ
ン
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
て
い
る
。

小
学
生
の
頃
犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た
経
験
の

あ
る
私
は
‘
末
だ
に
犬
が
こ
わ
く
と
て
も
犬
好

き
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
私
が
は
じ
め
て
犬
を

か
っ
て
み
て
‘
小
犬
の
成
長
が
実
に
早
い
の
に

驚
か
さ
れ
た
。
飼
い
始
め
た
当
時
の
赤
ち
ゃ
ん

の
よ
う
な
顔
は
消
え
失
せ
、
日
ま
し
に
犬
ら
し

と
こ
ろ
で
ロ

ン
を
見
て
い

て
か
わ
い
そ
う
で
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
生
活

の
大
半
を
鎖
に
つ
な
が
れ
生

活
し
て
い
る
こ
と
だ
。
朝
の

排
浙
と
夕
方
の
散
歩
を
合
わ

せ
て
約
一
時
間
‘
そ
れ
以
外

は
闊
m
の
鎮
が
届
く
範
囲
で
行
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
運
動
不
足
の
た
め
か
‘

し
な
や
か
だ
っ
た
ロ
ン
の
体
つ
き
は
ず
ん

ぐ
り
む
っ
く
り
‘
熊
の
体
形
に
近
づ
い
て

来
た
。
犬
の
肥
満
か
も
知
れ
な
い
。

わ
が
家
の
犬
に
限
ら
ず
ど
こ
で
も
飼
わ

れ
る
犬
も
似
た
り
よ

っ
た
り
の
生
活
の
よ

う
で
あ
る
。
愛
犬
家
で
な
い
私
が
か
わ
い

そ
う
だ
と
感
じ
る
の
だ
か
ら
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
犬
の
一
日
と
は
実
に
単
調
な
も

の
か
も
知
れ
な
い
。

と
に
か
く
ロ
ン
は
わ
が
家
の

一
員

に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
「
飼
え
ば
か
わ

い
く
な
る
も
ん
よ
。」
と
言
わ
れ
る
が
、

果
た
し
て
私
の
犬
恐
怖
症
は
解
消
さ

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

次
回
は
、
予
子
林
の
山
本
多
寿
子
さ
ん

に
お
願
い
し
ま
す
。

上嵯峨谷

藤高 朋子

ま
あ
‘
確
か
に
ロ
ン
は
か
わ
い
か

っ
た
。

小

猫
の
よ
う
に
た
よ
り
な
く
て
私
好
み
だ
し
‘
毛

な
み
も
つ
や
が
あ
り
そ
ろ
っ
て
い
る
。
顔
も
な

ん
と
な
く
利
口
そ
う
に
見
え
る
で
は
な
い
か
。

一
方
‘
父
の
喜
び
た
る
や
相
当
な
も
の
で
、
実

に
こ
ま
や
か
な
世
話
を
始
め
た
。
毎
朝
五
時
半

す
さ
に
床
を
ぬ
け
‘
「
お
し
っ
こ
」
と
「
う
ん
ち
」

に
連
れ
て
い
く
。
食
事
の
面
倒
を
み
る
の
も
父
‘

「
お
あ
ず
け
」
な
ど
の
し
つ
け
を
す
る
の
も
父
の

仕
事
と
な
っ
た
。
主
人
の
方
は
手
ぬ
き
の
世
話

い
精
惇
さ
が
漂
っ
て
き
た
。
犬
小
屋
の
そ

ば
を
通
る
と
‘
す
ば
や
く
近
寄
り
五
十
セ

ン
チ
も
ジ
ャ
ン
プ
し
て
じ
ゃ
れ
つ
い
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
。
母
は

「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
よ
。
こ
れ
か
ら
動

き
が
激
し
く
な
る
ん
よ
。」

と
お
き
ら
め
顔
で
あ
る
。
あ
の
犬
ら
し
い

感
じ
さ
え
な
け
れ
ば
大
の
犬
ず
き
に
な
れ

る
の
だ
が
‘
と
思
っ
ほ
ど
成
犬
ら
し
く
な

っ

て
き
た
。



羹前 怠

12月の日曜・祝日当直医

⑬剥＠笞 (20)

日 当直医 苧里 話

1日（日）
高橋医 院 44-2010 

（五十崎町）

8日（日）
曽根医院 44-2801 

（内子町）

15日（日）
芳我外科医院 44-2560 

（内子町）

22日（日）
宝来医院 44-2248 

（内子町）

29日（日）
小川医院 44-2815 

（内子町）

日曜日 喜多医師会病院 25-0535 
祝日 （大 洲 市）

救 急 病 院

曜日 病院名 苧耳 話

月・火
大 i州市立 病 院 24-2151 

（大 洲 市）

水
加戸病院 24-5101 

（大 洲 市）

木～日
大 i州中央病 院 24-4551 

（大洲市）

> ［ 
日

程

［ 餌官

正 喜山 場
4ヽ 小

悶 悶 所

分時102I3午後時分1 0 50分時2i2午後時分2 0 5分時1I02分午後時1 0 
時

間

＊
子
宮
が
ん
検
診
の

結
果
に
つ
い
て

＠
三
種
混
合
予
防
接
種

午
前

8
時

30
分

1
1
2
時

役
場
―

＊
胃
が
ん
検
診
の

結
果
に
つ
い
て

場
所

時

間

＠
母
子
手
帳
交
付

程

場

督
19
日

囚

予
子
林
公
民
館
午
前

10時
1

~
日
⑪
一
大
谷
公
瓦
麟
一
午
後

2
時

10月
18
日
に
実
施
し
ま
し
た
胃
か

ん
検
診
の
結
果
は
‘
異
常
の
な
か
っ

た
方
に
は
、
連
絡
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

10月
14
日
に
実
施
し
た
子
宮
が
ん

検
診
の
結
果
に
つ
い
て
、
異
常
の
な

か
っ
た
方
に
は
通
知
を
出
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

日

所

時

間

午
前

10時
1

午
後

2
時

12
月
12
日
い
一
肱
川
町
公
民
館

日

程

場

所

時

間

＠
妊
婦
検
診
・
母
親
学
級

午
前
10
時
ー

午
後

2
時

12
月
4
日
困
一
正
山
公
民
館

日

程

場

所

時

間

量
。
芦
詞
鮨

＠
へ
き
地
栄
養
学
級

＠
健
康
づ
く
り
料
理
教
室

▽
日
時

／寇累釦＝屈
ミ案内一ーロ

防火意識を高める目的で次の

とおり開催されます。ぜひご覧

ください。

►主催／大i州地区広域消防事務

組合

► 出品／喜多郡・大i州市の小学

校六年生の作品

►場所／大洲市農協 A コープお

おず2階（若宮）

►期間／11 月 26 日～ 12 月 2 日

保
委
員

年
賀
状
は
な
る
ぺ
＜

12月
20
日
ま
で
に

＊
献
血
の

8
程
変
更
に
つ
い
て

▽
日
時

＠
不
用
犬
回
収
日

12
月
10
日
因

午
前

9
時
ま
で

▽

場

所

役

場

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

10月
の
広
報
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
大
谷
公
民
館
前
で
の
献
血
受
付
時

間
は
、
午
前

10時
か
ら
午
前

11
時
ま

で
に
変
更
し
ま
し
た
。
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面
璽
:
璽
羹
薗

＠
行
政
相
談

12
月
5
日
困

午
前

9
時
＼
午
後

4
時

▽

場

所

肱

川
町
公
民
館

▽
相
談
員

福
田

元旦の朝、いろいろな方から

年賀状をいただくのは大変楽し

みなものです。郵便局では年賀

状を元旦にお届けするため種々

の準備を整えております。

年賀状は、12月15日から受付

を始めますのでお早めに準備さ

れ、なるべく12月20日までにお
出しください。

12 12 
月 月 相
20 5 談
日 日 日
徐 （木）

;1藤 且m福田共f{ 
担

tI 高工
当
相

月ミ

七-'し 保〗-
談

＝カ 員

▽

時

間

午

前

9
時

1
午
後

4
時

▽

場

所

肱

川
町
公
民
館

＠
心
配
こ
と
相
談

嘉

町

城

12
月

8
日
（
日
曜
日
）

15
日
（
日

曜
日
）
は
家
族
そ
ろ
っ
て
年
賀
状
を

書
き
ま
し
ょ
う
。

◎

年
賀
状
の
あ
て
名
は
詳
し
く

番
地
・
肩
書
ま
で

団
地
や
ア
パ
ー
ト
に
お
住
い

の
方
へ
は
棟
番
号
・
室
番
号
を
、

同
居
者
や
お
子
さ
ま
あ
て
は

0

〇
様
方
な
ど
の
肩
書
も
お
顆
い

し
ま
す
。

◎

年
賀
扱
い
の
封
筒
や
私
製
は

か
き
な
ど
に
は
、
必
ず
「
年
賀
」

と
朱
書
の
表
示
を
し
て
く
だ
さ

、。
,＇＞ 

◎

肱

川
町
内

へ
お
出
し
の
年
賀

状
は
‘
で
き
れ
ば
小
字
名
ま
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。

合

*
＊
＊
*
＊
 

お
誕
生
あ
め
で
と
う
＊

合

古

＊
 

＊

ご

ざ

い

ま

す

食合
＊
＊
＊
＊

女

山

槌

松

本

善

一

さ

ん

長

女

幸

子

ち

ゃ

ん

藤

之

原

藤

田

幸
男
さ
ん

二
男

秀

幸

ち

ゃ

ん

藤

之

原

高

橋

和

憲

さ

ん

長

女

智

美

ち

ゃ

ん

＊
 

*
＊
＊
＊
*
 

ご

め

い

ふ

く

を

＊

＊
 

＊
 

＊
 

＊

お

祈

り

い

た

し

ま

す

＊

*
＊
*
＊
*
 

＊
 

河
野
シ
ズ
カ
さ
ん

(78歳
）

山
本
キ
ミ
ヨ
さ
ん

(86歳
）


